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高速自動車国道北海道縦貫自動車道 

函館名寄線等に関する協定 



 

高速自動車国道北海道縦貫自動車道函館名寄線等に関する協定の一部を変更する協定 

 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構と東日本高速道路株式会社は、高速道

路株式会社法（平成１６年法律第９９号）第６条第１項及び独立行政法人日本高速道路

保有・債務返済機構法（平成１６年法律第１００号）第１３条第１項の規定に基づき、

平成１８年３月３１日付けで締結した「高速自動車国道北海道縦貫自動車道函館名寄線

等に関する協定」の一部を次のように変更する協定を締結する。 

 

 

 

第４条第１項中「別紙１－２２９」を「別紙１－２３４」に改め、同条第３項中「会

社が行う高速道路の管理のうち、」の次に「令和４７年９月３０日においてもその構造

が通常有すべき安全性を有していると見込まれるものとして定めた先行特定更新等工

事の内容及び」を「見込まれるものとして定めた」の次に「後行」を加える。 

 

  第５条中「別紙１－２２９」を「別紙１－２３４」に改める。 

 

  第１１条中「令和４５年７月９日」を「令和５４年３月２２日」に改める。 

 

  第１４条中「別紙１－２２９」を「別紙１－２３４」に改める。 

 

 

 

 

 

  



別紙１－４、別紙１－９、別紙１－１０から別紙１－１２、別紙１－１６、別紙１－

１７、別紙１－２６、別紙１－２９、別紙１－３４、別紙１－３６、別紙１－３７、別

紙１－４２、別紙１－５６、別紙１－６４、別紙１－６５、別紙１－６７、別紙１－７

３、別紙１－７６、別紙１－８０、別紙１－８６、別紙１－９９、別紙１－１０１、別

紙１－１０４、別紙１－１０６から別紙１－１０８、別紙１－１４９、別紙１－１５１、

別紙１－１５２、別紙１－１５４から別紙１－１５７、別紙１－１６１から別紙１－１

６３、別紙１－１６５、別紙１－１７４から別紙１－１８２、別紙１－１８４、別紙１

－１８６から別紙１－１９２、別紙１－１９４から別紙１－２２９を次のとおり改める。 

 

  



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－４

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道余市郡余市町登町から北海道小樽市新光町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

北海道小樽市新光町 まで

北海道余市郡余市町登町 から
２３．３ キロメートル

北海道小樽市新光町 まで

別　　紙　　１

北海道余市郡余市町登町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

北海道余市郡余市町登町 から
第1種第2級 道路構造令

北海道小樽市新光町

北海道余市郡余市町登町 から
１００ ２３．３

北海道小樽市新光町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

北海道余市郡余市町登町 から
2車線 4車線

北海道小樽市新光町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

北海道余市郡余市町登町から北海道小樽市新光町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 1.25×2 ２．５０ － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１１７，５２１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

北海道小樽市新光町 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

北海道余市郡余市町登町 から － メートル（土工部）

北海道小樽市
塩谷

立体接続 小樽塩谷インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道５号
道道登余市停車場線

北海道余市郡
余市町登町

平面接続 余市インターチェンジ

道道小樽塩谷インター線



イ 北海道余市郡余市町登町（STA 853+16.687）から北海道小樽市新光町（STA 45+39.464）まで

年 月 日

小樽ジャンクション小樽方面から余市方面へのランプ

ロ 北海道小樽市新光町（C-STA 1078+99.879）から北海道小樽市新光３丁目（C-STA 1094+31.457）まで

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （余市IC～小樽JCT 供用開始）

年 月 日 （残事業一部完成）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１３０，４４３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１２９，３１２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １８ ４ １９

平成 ３１ ２ ７

令和 １０ ３ ３１

平成 ３０ １２ ８

令和 ３ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－９

東北中央自動車道相馬尾花沢線
（山形県東置賜郡高畠町大字深沼から山形県上山市金瓶まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

山形県上山市金瓶 まで

山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から
２４．４ キロメートル

山形県上山市金瓶 まで

別　　紙　　１

山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から
第1種第2級 道路構造令

山形県上山市金瓶

山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から
１００ ２４．４

山形県上山市金瓶 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から
2車線 4車線

山形県上山市金瓶 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

山形県東置賜郡高畠町大字深沼から山形県上山市金瓶まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 1.25×2 ２．５０ － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１２４，０９６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

山形県東置賜郡高畠町大字深沼 から － メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１３号
（米沢南陽道路）

山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

平面接続 本線

山形県上山市金瓶 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

山形県上山市金瓶 立体接続 山形上山インターチェンジ

一般国道１３号 山形県東置賜郡
高畠町大字深沼

立体接続 南陽高畠インターチェンジ

一般国道１３号 山形県上山市藤吾 立体接続 かみのやま温泉インターチェンジ

一般国道１３号



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業一部完成）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１４０，３０２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１３９，０３２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １８ ４ １９

平成 ３１ ４ １３

令和 元 ７ １１

令和 １３ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０

常磐自動車道
（福島県双葉郡富岡町大字上手岡から福島県相馬市粟津まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福島県相馬市粟津 まで

福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から
４７．１ キロメートル

福島県相馬市粟津 まで

別　　紙　　１

福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から
第1種第2級 道路構造令

福島県相馬市粟津

福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から
１００ ４７．１

福島県相馬市粟津 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から
2車線 4車線

福島県相馬市粟津 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県双葉郡富岡町大字上手岡から福島県相馬市粟津まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 1.25×2 ２．５０ － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１１２，５０８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県双葉郡富岡町大字上手岡 から － メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道小野富岡線 福島県双葉郡
富岡町大字上手岡

立体接続 常磐富岡インターチェンジ

福島県相馬市粟津 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

福島県相馬市
粟津

立体接続 相馬インターチェンジ

一般国道１１４号 福島県双葉郡
浪江町大字室原

立体接続 浪江インターチェンジ

県道原町川俣線 福島県南相馬市
原町区

立体接続 南相馬インターチェンジ

一般国道１１５号



年 月 日

②工事の完成年月日

年 月 日 （南相馬～相馬 供用開始）

年 月 日 （浪江～南相馬 供用開始）

年 月 日 （常磐富岡～浪江 供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１０８，２８３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１０８，２８３ 百万円)(消費税込み)

（債務引受額　         　　　　１０６，４１７ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、工事に要する　

費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

別　　紙　　１

平成 １０ ４ １７

平成 ２４ ４ ８

令和 ３ ３ ３０

平成 ２６ １２ ６

平成 ２７ ３ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１１

常磐自動車道
（福島県相馬市粟津から福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで

福島県相馬市粟津 から
８．５ キロメートル

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで

別　　紙　　１

福島県相馬市粟津 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５kN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県相馬市粟津 から
第1種第2級 道路構造令

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺

福島県相馬市粟津 から
１００ ８．５

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県相馬市粟津 から
2車線 4車線

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県相馬市粟津から福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１７，３８６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成年月日

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県相馬市粟津 から － メートル（土工部）

一般国道１１３号 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 立体接続 新地インターチェンジ

平成 １１ １ ８

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１１５号 福島県相馬市粟津 立体接続 相馬インターチェンジ



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２０，４８４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２０，４８４ 百万円)(消費税込み)

（債務引受額　         　　　　１８，２３９ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、工事に要する　

費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

平成 ３１ ３ ３０

別　　紙　　１

平成 ２６ １２ ６



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１２

常磐自動車道
（福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺から宮城県亘理郡山元町大平まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

宮城県亘理郡山元町大平 まで

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から
１４．８ キロメートル

宮城県亘理郡山元町大平 まで

別　　紙　　１

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５kN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から
第1種第2級 道路構造令

宮城県亘理郡山元町大平

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から
１００ １４．８

宮城県亘理郡山元町大平 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から
2車線 4車線

宮城県亘理郡山元町大平 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺から宮城県亘理郡山元町大平まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３５，９３５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 から － メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１１３号 福島県相馬郡新地町駒ヶ嶺 立体接続 新地インターチェンジ

宮城県亘理郡山元町大平 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

一般国道６号 宮城県亘理郡山元町大平 立体接続 山元インターチェンジ

平成 １８ ４ １９



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （一部供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４６，２５２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４６，２５２ 百万円)(消費税込み)

（債務引受額　         　　　　４２，３６７ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、工事に要する　

費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

別　　紙　　１

平成 ２６ １２ ６

平成 ２８ ４ １

平成 ３１ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６

東関東自動車道水戸線
（千葉県松戸市三矢小台二丁目から千葉県市川市高谷まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

千葉県市川市高谷 まで

千葉県松戸市三矢小台二丁目 から
１０．１ キロメートル

千葉県市川市高谷 まで

別　　紙　　１

千葉県松戸市三矢小台二丁目 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５kN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

千葉県松戸市三矢小台二丁目 から
第1種第3級 道路構造令

千葉県市川市高谷

千葉県松戸市三矢小台二丁目 から
８０ １０．１

千葉県市川市高谷 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

千葉県松戸市三矢小台二丁目 から
4車線 4車線

千葉県市川市高谷 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

千葉県松戸市三矢小台二丁目から千葉県市川市高谷まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

８１３，１０５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

千葉県市川市高谷 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

千葉県松戸市三矢小台二丁目 から ３．００ メートル（土工部）

一般国道２９８号 千葉県市川市国分 立体接続 市川北インターチェンジ

一般国道２９８号 千葉県市川市平田 立体接続 市川中央インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２９８号 千葉県松戸市三矢小台二丁目 立体接続 松戸インターチェンジ

県道高速湾岸線 千葉県市川市高谷 立体接続 高谷ジャンクション

東関東自動車道 千葉県市川市高谷 立体接続 高谷ジャンクション

一般国道１４号（京葉道路） 千葉県市川市稲荷木 立体接続 京葉ジャンクション

一般国道２９８号 千葉県市川市高谷 立体接続 市川南インターチェンジ



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （京葉JCT施工に伴う京葉道路切替）

年 月 日 （一部供用開始）

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業一部完成）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

７５０，３６５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　７４７，７９７ 百万円)(消費税込み)

平成 ２１ １０ １３

平成 ２８ ２ ２５

別　　紙　　１

平成 １１ １ ８

令和 １２ ３ ３０

平成 ３０ ６ ２

令和 ３ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１７

東関東自動車道水戸線
（茨城県鉾田市飯名から茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

まで

茨城県鉾田市飯名 から

８．８ キロメートル茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

まで

別　　紙　　１

茨城県鉾田市飯名 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５kN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

茨城県鉾田市飯名 から
第1種第2級 道路構造令

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田

茨城県鉾田市飯名 から
１００ ８．８

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

茨城県鉾田市飯名 から
2車線 4車線

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

茨城県鉾田市飯名から茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

－ － － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２６，２７０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

茨城県東茨城郡茨城町大字鳥羽田 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

茨城県鉾田市飯名 から － メートル（土工部）

県道茨城鹿島線 茨城県東茨城郡茨城町
大字鳥羽田

立体接続 茨城空港北インターチェンジ

平成 １１ １ ８

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道鉾田茨城線 茨城県鉾田市飯名 立体接続 鉾田インターチェンジ



年 月 日 （鉾田IC～茨城空港北IC 供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３１，４１０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３０，６０１ 百万円)(消費税込み)

令和 ９ ３ ３０

別　　紙　　１

平成 ３０ ２ ３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２６

北海道縦貫自動車道函館名寄線（八雲PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）工事の箇所

（３）工事予算

９７７ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

平成 ５ １２ ４

別　　紙　　１

北海道二海郡八雲町



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２０２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，１７８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２１ １０ １０

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２９

北海道縦貫自動車道函館名寄線（剣淵PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）工事の箇所

（３）工事予算

１，３６６ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

平成 ５ １２ ４

別　　紙　　１

北海道上川郡剣淵町



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７６１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，６９０ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－３４

北海道横断自動車道黒松内北見線（本別JCT）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，４０９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

北海道中川郡本別町勇足

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

北海道横断自動車道黒松内釧路線 北海道中川郡本別町勇足 立体接続 本別ジャンクション



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７８０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，７０６ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ５ １２ ４

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－３６

北海道横断自動車道黒松内北見線（足寄IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内北見線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，１６９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

別　　紙　　１

北海道足寄郡足寄町郊南

一般国道２４２号 北海道足寄郡足寄町郊南 立体接続 足寄インターチェンジ

北海道横断自動車道黒松内北見線 北海道足寄郡足寄町郊南 平面接続 本線（新直轄）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，６８０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，６１９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ５ １２ ４

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－３７

東北縦貫自動車道弘前線
（東京都練馬区大泉町五丁目から埼玉県川口市赤芝新田まで）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事予算

１２，７８５ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

東京都練馬区大泉町五丁目 から

埼玉県川口市赤芝新田 まで

平成 ８ ７ ３１



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

６，３８２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　６，０９９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－４２

東北縦貫自動車道弘前線(福島JCT)に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

８，４０９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手及び完成の年月日

別　　紙　　１

福島県福島市笹谷

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

東北中央自動車道
相馬尾花沢線

福島県福島市笹谷 平面接続 福島ジャンクション



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９，４７５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　９，４７５ 百万円)(消費税込み)

（債務引受額　         　　　　９，２５４ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、工事に要する　

費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

別　　紙　　１

平成 １８ ４ １９

平成 ２８ ９ １１

令和 ３ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－５６

日本海沿岸東北自動車道（雄和PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

日本海沿岸東北自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事予算

１，３０７ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

平成 １０ ４ ３０

別　　紙　　１

秋田県秋田市



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，４６２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，４０７ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－６４

常磐自動車道
（埼玉県川口市赤芝新田から埼玉県三郷市番匠免二丁目まで）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事予算

９，１１４ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

埼玉県川口市赤芝新田 から

埼玉県三郷市番匠免二丁目 まで

平成 ８ ７ ３１



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，３２２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，２２８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－６５

常磐自動車道 （八潮PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事予算

４１，１６８ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

平成 １２ １ １８

別　　紙　　１

埼玉県八潮市



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５０，１９９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４７，８１１ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－６７

常磐自動車道（ならはPA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事予算

２，１８３ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手及び完成の年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成年月日

平成 ５ １２ ４

別　　紙　　１

福島県双葉郡楢葉町



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，０１４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，０１４ 百万円)(消費税込み)

（債務引受額　         　　　　１，９１９ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、工事に要する　

費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

別　　紙　　１

平成 ２７ ３ １

平成 ２８ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－７３

東関東自動車道水戸線
（埼玉県三郷市番匠免二丁目から埼玉県三郷市鷹野三丁目まで）（二次改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事予算

１，７７４ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

埼玉県三郷市番匠免二丁目 から

埼玉県三郷市鷹野三丁目 まで

平成 １０ １ ２０



年 月 日 （一部供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，０５９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，９７８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ３０ ６ ２

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－７６

東関東自動車道水戸線 （三郷中央IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３，１３３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

埼玉県三郷市谷口

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道２９８号 埼玉県三郷市
谷口

立体接続 三郷中央インターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，４２４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３，４０１ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １２ １ １２

平成 ３０ ６ ２

令和 ６ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－８０

東関東自動車道水戸線（大栄JCT）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，２４５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

千葉県成田市吉岡

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道４６８号
（首都圏中央連絡自動車道）

千葉県成田市
吉岡

立体接続 大栄ジャンクション



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，８５１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，７３２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １６ ６ ２９

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－８６

一般国道４６８号（横浜横須賀道路）
（神奈川県横浜市金沢区釜利谷町から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から
８．７ キロメートル

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

別　　紙　　１

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から
第1種第3級 道路構造令

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から
８０ ８．７

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から
6車線 6車線

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 0.75×2 １．５０ － － －

土工（掘割）部分
2.50×2

（1.75×2）
5.00

（3.50）
－ － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３７０，１７５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 から ３．００ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１６号（横浜横須賀道路） 神奈川県横浜市
金沢区釜利谷町

立体接続 釜利谷ジャンクション

神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

神奈川県横浜市
戸塚区原宿三丁目

立体接続 戸塚インターチェンジ（仮称）

都市計画道路
上郷公田線

神奈川県横浜市
栄区公田町

立体接続 公田インターチェンジ（仮称）

一般国道４６８号（横浜湘南道路）
及び

都市計画道路横浜藤沢線

神奈川県横浜市
栄区田谷町

立体接続 栄インター・ジャンクション（仮称）

一般国道１号



①工事の着手年月日

イ 神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（STA 0＋00）から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（STA 2＋40）まで

年 月 日

ロ 神奈川県横浜市金沢区釜利谷町（STA 2+40）から神奈川県横浜市栄区飯島町（STA 59+30）まで

年 月 日

ハ 神奈川県横浜市栄区飯島町（STA 59+30）から神奈川県横浜市戸塚区原宿三丁目（STA 87+00）まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４６８，９１１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４４８，５４９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １３ ３ １０

平成 １３ ８ １４

令和 ２ ４ １

令和 １４ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－９９

一般国道１４号（京葉道路）（京葉市川PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１４号

（有料道路名　：　京葉道路）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１７，０１８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

千葉県市川市



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１９，８７８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１９，３９９ 百万円)(消費税込み)

平成 ３０ ４ ２４

別　　紙　　１

平成 １２ ７ ３

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０１

一般国道１６号（横浜横須賀道路）
（神奈川県横浜市金沢区並木三丁目から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１６号

（有料道路名　：　横浜横須賀道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から
４．２ キロメートル

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

別　　紙　　１

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から
第1種第3級 道路構造令

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から
８０ ４．２

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から
6車線 6車線 6車線化

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目から神奈川県横浜市金沢区釜利谷町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１７６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

神奈川県横浜市金沢区並木三丁目 から ３．００ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道長浜第５６号線 神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

立体接続 並木インターチェンジ

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

市道堀口第５３１号線 神奈川県横浜市
金沢区能見台東

立体接続 堀口能見台インターチェンジ

市道長浜第９９号線 神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

立体接続 並木インターチェンジ

県道高速湾岸線
（首都高速道路湾岸線）

神奈川県横浜市
金沢区並木三丁目

平面接続 並木インターチェンジ



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３４７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３３７ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ３ １２ １７

令和 １４ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０４

一般国道１２６号（千葉東金道路）
（千葉県東金市丹尾から千葉県山武市松尾町谷津まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１２６号

（有料道路名　：　千葉東金道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

千葉県山武市松尾町谷津 まで

千葉県東金市丹尾 から
１５．７ キロメートル

千葉県山武市松尾町谷津 まで

別　　紙　　１

千葉県東金市丹尾 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

千葉県東金市丹尾 から
第1種第2級 道路構造令

千葉県山武市松尾町谷津

千葉県東金市丹尾 から
１００ １５．７

千葉県山武市松尾町谷津 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

千葉県東金市丹尾 から
4車線 4車線 4車線化事業

千葉県山武市松尾町谷津 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

千葉県東金市丹尾から千葉県山武市松尾町谷津まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２２，５２９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

千葉県東金市丹尾 から ４．５０ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道４６８号
（東京湾横断・木更津東金道路）

千葉県東金市丹尾 平面接続
立体接続

東金ジャンクション

千葉県山武市松尾町谷津 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

一般国道１２６号
（銚子連絡道路）

千葉県山武市松尾町谷津 立体接続 松尾横芝インターチェンジ

県道成田松尾線 千葉県山武市松尾町谷津 立体接続 松尾横芝インターチェンジ

東金市道５１４６号線 千葉県東金市丘山台 立体接続 東金インターチェンジ

県道成東酒々井線 千葉県山武市矢部 立体接続 山武成東インターチェンジ



年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２６，０９６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２４，９３２ 百万円)(消費税込み)

令和 ９ ３ ３１

別　　紙　　１

平成 １２ ７ ３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０６

一般国道１２７号（富津館山道路）（富山PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１２７号

（有料道路名　：　富津館山道路）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

９９４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

千葉県南房総市



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，１７７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，１２６ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 １４ ９ ２

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０７

一般国道４６６号（第三京浜道路）（野川IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６６号

（有料道路名　：　第三京浜道路）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

神奈川県川崎市宮前区野川

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道尻手黒川線 神奈川県川崎市
宮前区野川

立体接続 野川インターチェンジ（仮称）



（４）工事予算

１７，４１４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１２，２２１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１１，６４４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

昭和 ６３ １ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１０８

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（東京都西多摩郡日の出町平井から埼玉県鶴ヶ島市大字藤金まで）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１，６４３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

東京都西多摩郡日の出町平井 から

埼玉県鶴ヶ島市大字藤金 まで



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，８６１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，７７５ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

昭和 ６１ １２ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１４９

関越自動車道上越線
（長野県上水内郡信濃町大字野尻から新潟県上越市大字中屋敷まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

関越自動車道上越線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

新潟県上越市大字中屋敷 まで

長野県上水内郡信濃町大字野尻 から
３７．５ キロメートル

新潟県上越市大字中屋敷 まで

別　　紙　　１

長野県上水内郡信濃町大字野尻 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

新潟県上越市中郷区二本木 まで

II
新潟県上越市中郷区二本木 から

第1種第2級

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

I
長野県上水内郡信濃町大字野尻 から

第1種第3級 道路構造令

I
長野県上水内郡信濃町大字野尻 から

８０ ３７．５
延長は全区間を纏めて

記載新潟県上越市中郷区二本木 まで

道路構造令
新潟県上越市大字中屋敷 まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

II
新潟県上越市中郷区二本木 から

１００ ０．０
新潟県上越市大字中屋敷 まで



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

II
新潟県上越市中郷区二本木 から

4車線 4車線 4車線化
新潟県上越市大字中屋敷 まで

I
長野県上水内郡信濃町大字野尻 から

4車線 4車線 4車線化
新潟県上越市中郷区二本木 まで

I 長野県上水内郡信濃町大字野尻から新潟県上越市中郷区二本木まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

トンネル部分 － － － － －

計

土工（掘割）部分 ２．５０ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

１．７５ １．７５ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

１．７５ １．７５ － － －



( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

（リ）中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

II 新潟県上越市中郷区二本木から新潟県上越市大字中屋敷まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

左　側 右　側 計

土工（掘割）部分 ２．５０ ２．５０ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

２．５０ ２．５０ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（中小橋）

２．５０ ２．５０ ２．５０ １．２５ ３．７５

設計区間 幅員 摘要

I

長野県上水内郡信濃町大字野尻 から ３．００ メートル（土工部）

新潟県上越市中郷区二本木 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

II

新潟県上越市中郷区二本木 から ４．５０ メートル（土工部）

新潟県上越市大字中屋敷 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）



（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

８１，３６４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （一部供用開始）

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

別　　紙　　１

平成 ２４ ５ １

令和 ６ ３ ３０

平成 ３０ １２ ７

令和 元 １２ ５



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８７，８１７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８７，７２３ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５１

東関東自動車道水戸線 （潮来IC）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，２４５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

茨城県潮来市福島

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般県道水戸神栖線 茨城県潮来市福島 立体接続 潮来インターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，４２６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，３６１ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２３ ４ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５２

東関東自動車道水戸線（鉾田IC）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，４９０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

茨城県鉾田市秋山

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道鉾田茨城線 茨城県鉾田市
飯名

立体接続 鉾田インターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７２０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，６４２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２３ ４ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５４

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（埼玉県久喜市下早見から茨城県猿島郡五霞町大字江川まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

茨城県猿島郡五霞町大字江川 まで

埼玉県久喜市下早見 から
１２．７ キロメートル

茨城県猿島郡五霞町大字江川 まで

別　　紙　　１

埼玉県久喜市下早見 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

埼玉県久喜市下早見 から
第1種第2級 道路構造令

茨城県猿島郡五霞町大字江川

埼玉県久喜市下早見 から
１００ １２．７

茨城県猿島郡五霞町大字江川 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

埼玉県久喜市下早見 から
2車線 4車線

茨城県猿島郡五霞町大字江川 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

埼玉県久喜市下早見から茨城県猿島郡五霞町大字江川まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 － － － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２５，５１４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

茨城県猿島郡五霞町大字江川 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

埼玉県久喜市下早見 から － メートル（土工部）

都市計画道路 惣新田・幸手線 埼玉県幸手市
大字平須賀

立体接続 幸手インターチェンジ

一般国道４号 茨城県猿島郡五霞町
大字江川

立体接続 五霞インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

東北縦貫自動車道弘前線 埼玉県久喜市
下早見

立体接続 久喜白岡ジャンクション



イ 埼玉県久喜市下早見（STA 274+95）から埼玉県幸手市大字上高野（STA 331+83）まで

年 月 日

ロ 埼玉県幸手市大字上高野（STA 331+83）から埼玉県幸手市大字上高野（STA 335+54）まで

年 月 日

ハ 埼玉県幸手市大字上高野（STA 335+54）から埼玉県幸手市大字上高野（STA 339+04）まで

年 月 日

二 埼玉県幸手市大字上高野（STA 339+04）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA 357+16）まで

年 月 日

ホ 埼玉県幸手市大字平須賀（STA 357+16）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA 361+47）まで

年 月 日

ヘ 埼玉県幸手市大字平須賀（STA 361+47）から埼玉県幸手市大字平須賀（STA 361+56）まで

年 月 日

ト 埼玉県幸手市大字平須賀（STA 361+56）から埼玉県幸手市大字木立（STA 382+10）まで

年 月 日

チ 埼玉県幸手市大字木立（STA 382+10）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 5+37）まで

年 月 日

平成 ２６ １１ １３

平成 ２６ １０ １

別　　紙　　１

平成 ２６ ４ １

平成 ２５ １ １５

平成 ２４ ７ １

平成 ２６ ４ １

平成 ２４ ７ １

平成 ２６ ８ １



リ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 5+37）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 10+43）まで

年 月 日

ヌ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 10+43）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 12+30）まで

年 月 日

ル 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 12+30）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 14+31）まで

年 月 日

ヲ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（STA 14+31）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 15+01）まで

年 月 日

ワ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 15+01）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 16+91）まで

年 月 日

幸手IC ランプ部

カ 埼玉県幸手市大字平須賀（D-STA 1+28）から埼玉県幸手市大字平須賀（H-STA 0+64）まで

年 月 日

ヨ 埼玉県幸手市大字平須賀（H-STA 0+64）から埼玉県幸手市大字平須賀（H-STA 1+10）まで

年 月 日

タ 埼玉県幸手市大字平須賀（A-STA 1+06）から埼玉県幸手市大字平須賀（E-STA 0+67）まで

年 月 日

平成 ２６ ４ １

平成 ２６ １２ ２

別　　紙　　１

平成 ２６ １０ ３０

平成 ２６ ５ １

平成 ２６ １０ ３０

平成 ２６ １１ １３

平成 ２６ ８ １

平成 ２６ ５ １



レ 埼玉県幸手市大字平須賀（E-STA 0+67）から埼玉県幸手市大字平須賀（E-STA 1+12）まで

年 月 日

幸手IC 管理施設部

ソ 埼玉県幸手市大字平須賀（D-STA 1+31）から埼玉県幸手市大字平須賀（H-STA 0+56）まで

年 月 日

五霞IC ランプ部

ツ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA 0+00）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA 0+12）まで

年 月 日

ネ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA 0+12）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（A-STA 1+93）まで

年 月 日

ナ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（B-STA 1+86）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（B-STA 3+68）まで

年 月 日

ラ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（C-STA 0+52）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（C-STA2+25）まで

年 月 日

ム 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（D-STA 1+79）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（D-STA 4+50）まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２６ ８ １

平成 ２６ １２ ２

平成 ２６ １２ ２

平成 ２６ ４ １

平成 ２６ １０ ３０

平成 ２６ １１ １３

平成 ２６ １０ ３０



ウ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（E-STA 0+00)から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（E-STA 1+56）まで

年 月 日

ノ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（F-STA 1+58）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（F-STA 4+10）まで

年 月 日

オ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（G-STA 1+00）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（G-STA 4+12）まで

年 月 日

ク 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（H-STA 1+60）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（H-STA 3+91）まで

年 月 日

ヤ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 0+02）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 1+46）まで

年 月 日

マ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 1+46）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 3+83）まで

年 月 日

ケ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 3+83）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 6+80）まで

年 月 日

フ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 6+80）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 7+37）まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２６ １１ ２６

平成 ２６ １１ １１

平成 ２６ １２ ２

平成 ２７ １ ２６

平成 ２７ １ ２６

平成 ２６ １２ ６

平成 ２６ １２ ２

平成 ２６ １２ １６



コ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 7+37）から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 8+78）まで

年 月 日

エ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 8+78)から茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 8+96）まで

年 月 日

テ 茨城県猿島郡五霞町大字幸主（I-STA 8+96）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 11+72）まで

年 月 日

ア 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 11+72）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 11+88）まで

年 月 日

サ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 11+88）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 14+15）まで

年 月 日

五霞IC 料金所部

キ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 5+65）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（I-STA 6+30）まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

平成 ２６ １１ １３

平成 ２７ ２ １

平成 ２６ １１ １８

平成 ２６ １２ ６

平成 ２６ １２ ６

平成 ２６ ５ １



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （五霞インターチェンジ増設レーン 供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２６，７００ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２６，４３０ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２７ ３ ２９

平成 ２７ １０ ３１

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５５

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（茨城県猿島郡五霞町大字江川から茨城県つくば市新井まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

茨城県つくば市新井 まで

茨城県猿島郡五霞町大字江川 から
３５．４ キロメートル

茨城県つくば市新井 まで

別　　紙　　１

茨城県猿島郡五霞町大字江川 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

茨城県猿島郡五霞町大字江川 から
第1種第2級 道路構造令

茨城県つくば市新井

茨城県猿島郡五霞町大字江川 から
１００ ３５．４

茨城県つくば市新井 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

茨城県猿島郡五霞町大字江川 から
2車線 4車線

茨城県つくば市新井 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

茨城県猿島郡五霞町大字江川から茨城県つくば市新井まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

４３，５９４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

茨城県つくば市新井 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

茨城県猿島郡五霞町大字江川 から － メートル（土工部）

一般国道３５４号 茨城県猿島郡
境町大字蛇池

立体接続 境古河インターチェンジ

主要地方道結城岩井線 茨城県坂東市
冨田

立体接続 坂東インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道４号 茨城県猿島郡
五霞町大字江川

立体接続 五霞インターチェンジ

一般国道２９４号 茨城県常総市
三坂新田町

立体接続 常総インターチェンジ

県道取手つくば線 茨城県つくば市
柳橋

立体接続 つくば中央インターチェンジ



①工事の着手年月日

イ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 16+91）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 17+13）まで

年 月 日

ロ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 17+13）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 19+34）まで

年 月 日

ハ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 19+34）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 23+00）まで

年 月 日

ニ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 23+00）から茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 26+60）まで

年 月 日

ホ 茨城県猿島郡五霞町大字江川（STA 26+60）から茨城県猿島郡五霞町大字山王山（STA 30+20）まで

年 月 日

ヘ 茨城県猿島郡五霞町大字山王山（STA 30+20）から茨城県猿島郡五霞町大字小福田（STA 37+30）まで

年 月 日

ト 茨城県猿島郡五霞町大字小福田（STA 37+30）から茨城県猿島郡五霞町大字大福田（STA 41+90）まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２６ １０ ３０

平成 ２６ １２ ２

平成 ２６ １２ １１

平成 ２６ １１ １１

平成 ２６ １１ １１

平成 ２４ ９ １

平成 ２６ １１ １



チ 茨城県猿島郡五霞町大字大福田（STA 41+90）から茨城県猿島郡境町大字塚崎（STA 50+25）まで

年 月 日

リ 茨城県猿島郡境町大字塚崎（STA 50+25）から茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA 79+72）まで

年 月 日

ヌ 茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA 79+72）から茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA 80+40）まで

年 月 日

ル 茨城県猿島郡境町大字長井戸（STA 80+40）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 88+80）まで

年 月 日

ヲ-1-1-1 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 88+80）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 92+00）まで

年 月 日

ヲ-1-1-2 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 92+00）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 93+23）まで

年 月 日

ヲ-1-1-3 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 93+23）から茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 99+00）まで

年 月 日

ヲ-1-1-4 茨城県猿島郡境町大字西泉田（STA 99+00）から茨城県猿島郡境町山崎（STA 111+28）まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２６ ９ １

平成 ２４ ９ １

平成 ２８ ８

平成 ２４ ９ １

平成 ２５ ２ １

１

平成 ２８ ３ １

平成 ２８ １ １

平成 ２８ ８ １



ヲ-1-2 茨城県猿島郡境町山崎（STA 111+28）から茨城県猿島郡境町山崎（STA 120+00）まで

年 月 日

ヲ-1-3-1 茨城県猿島郡境町山崎（STA 120+00）から茨城県坂東市菅谷（STA 129+03）まで

年 月 日

ヲ-1-3-2 茨城県坂東市菅谷（STA 129+03）から茨城県坂東市生子（STA 140+00）まで

年 月 日

ヲ-1-3-3 茨城県坂東市生子（STA 140+00）から茨城県坂東市生子（STA 156+60）まで

年 月 日

ヲ-1-4 茨城県坂東市生子（STA 156+60）から茨城県坂東市半谷（STA 159+11）まで

年 月 日

ヲ-1-5-1 茨城県坂東市半谷（STA 159+11）から茨城県坂東市冨田（STA 162+80）まで

年 月 日

ヲ-1-5-2 茨城県坂東市冨田（STA 162+80）から茨城県坂東市冨田（STA 167+90）まで

年 月 日

ヲ-1-5-3 茨城県坂東市冨田（STA 167+90）から茨城県坂東市冨田（STA 172+45）まで

年 月 日

平成 ２８ ２ １

平成 ２８ ３ １

別　　紙　　１

平成 ２８ ２ １

平成 ２８ ８ １

平成 ２８ ８ １

平成 ２８ １ １

平成 ２８ ６ １

平成 ２８ ４ １



ヲ-2 茨城県坂東市冨田（STA 172+45）から茨城県坂東市弓田（STA 181+17）まで

年 月 日

ヲ-3-1 茨城県坂東市弓田（STA 181+17）から茨城県坂東市弓田（STA 182+22）まで

年 月 日

ヲ-3-2 茨城県坂東市弓田（STA 182+22）から茨城県坂東市弓田（STA 208+20）まで

年 月 日

ヲ-4 茨城県坂東市弓田（STA 208+20）から茨城県常総市大生郷町（STA 231+73）まで

年 月 日

ヲ-5 茨城県常総市大生郷町（STA 231+73）から茨城県常総市花島町（STA 251+16）まで

年 月 日

ヲ-6 茨城県常総市花島町（STA 251+16）から茨城県常総市三坂町（STA 266+19）まで

年 月 日

ヲ-7 茨城県常総市三坂町（STA 266+19）から茨城県常総市三坂町（STA 269+17）まで

年 月 日

ヲ-8 茨城県常総市三坂町（STA 269+17）から茨城県つくば市高良田元上新田（STA 292+93）まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２８ ４ １

平成 ２８ ５ １

平成 ２８ ８ １

平成 ２８ ６ １

平成 ２８ ８ １

平成 ２８ ５ １

平成 ２８ ５ １

平成 ２８ ９ １



ヲ-9 茨城県つくば市高良田元上新田（STA 292+93）から茨城県つくば市高須賀（STA 298+71）まで

年 月 日

ヲ-10 茨城県つくば市高須賀（STA 298+71））から茨城県つくば市高須賀（STA 302+38）まで

年 月 日

ヲ-11 茨城県つくば市高須賀（STA 302+38）から茨城県つくば市高須賀（STA 311+00）まで

年 月 日

ヲ-12 茨城県つくば市高須賀（STA 311+00）から茨城県つくば市島名（STA 343+77）まで

年 月 日

ヲ-13 茨城県つくば市島名（STA 343+77）から茨城県つくば市平（STA 352+40）まで

年 月 日

ヲ-14 茨城県つくば市平（STA 352+40）から茨城県つくば市大白硲（STA 354+00）まで

年 月 日

ヲ-15 茨城県つくば市大白硲（STA 354+00）から茨城県つくば市柳橋（STA 367+47）まで

年 月 日

ヲ-16 茨城県つくば市柳橋（STA 367+47）から茨城県つくば市新井（STA 371+21）まで

年 月 日

坂東IC ランプ部

別　　紙　　１

平成 ２８ ４ １

平成 ２８ ８ ８

平成 ２８ ８ ８

平成 ２８ ６ １

平成 ２８ ４ １

平成 ２８ ８ ８

平成 ２８ ５ １

平成 ２８ ８ ８



ワ-1 茨城県坂東市冨田（C-STA 1+00）から茨城県坂東市冨田（E-STA 0+35）まで

年 月 日

ワ-2 茨城県坂東市冨田（A-STA1+00）から茨城県坂東市冨田（A-STA4+02）まで

年 月 日

ワ-3 茨城県坂東市冨田（B-STA 1+00）から茨城県坂東市弓田（B-STA 4+64）まで

年 月 日

ワ-4 茨城県坂東市冨田（C-STA 1+00）から茨城県坂東市冨田（C-STA 6+04）まで

年 月 日

ワ-5 茨城県坂東市冨田（D-STA 1+00）から茨城県坂東市冨田（D-STA 8+23）まで

年 月 日

常総IC ランプ部

カ-1 茨城県常総市三坂町（A-STA 0+55）から茨城県常総市三坂町（E-STA 0+25）まで

年 月 日

カ-2 茨城県常総市三坂町（A-STA 0+55）から茨城県常総市三坂町（A-STA 1+00）まで

年 月 日

常総IC ランプ部

平成 ２８ ４ １

平成 ２８ ４ １

別　　紙　　１

平成 ２７ ７ １０

平成 ２７ ７ １

平成 ２８ ３ １

平成 ２８ ４ １

平成 ２８ ４ １



カ-3 茨城県常総市三坂町（A-STA 6+35）から茨城県常総市三坂町（A-STA 6+90）まで

年 月 日

カ-4 茨城県常総市三坂町（B-STA 6+92）から茨城県常総市三坂新田町（B-STA 8+12）まで

年 月 日

カ-5 茨城県常総市三坂町（D-STA 2+40）から茨城県常総市三坂町（D-STA 5+68）まで

年 月 日

カ-6 茨城県常総市三坂町（A-STA 0+77）から茨城県常総市三坂町（A-STA 6+35）まで

年 月 日

カ-7 茨城県常総市三坂町（B-STA 1+00）から茨城県常総市三坂町（B-STA 6+92）まで

年 月 日

カ-8 茨城県常総市三坂町（C-STA 0+77）から茨城県常総市三坂町（C-STA 4+31）まで

年 月 日

カ-9 茨城県常総市三坂町（D-STA 1+00）から茨城県常総市三坂町（D-STA 2+40）まで

年 月 日

つくば中央IC

ヨ-1 茨城県つくば市新井（A-STA 0+85）から茨城県つくば市新井（A-STA 3+55）まで

年 月 日

平成 ２８ ５ １

平成 ２８ ５ １

別　　紙　　１

平成 ２８ ５ １

平成 ２８ ９ １

平成 ２８ ９ １

平成 ２８ ９ １

平成 ２８ ９ １

平成 ２８ ８ ８



ヨ-2 茨城県つくば市新井（D-STA 1+50）から茨城県つくば市柳橋（D-STA 7+79）まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （五霞～境古河 供用開始）

年 月 日 （境古河～つくば中央 供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４６，５３４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４５，７０７ 百万円)(消費税込み)

平成 ２８ ８ ８

平成 ２７ ３ ２９

別　　紙　　１

平成 ２９ ２ ２６

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５６

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（茨城県稲敷市沼田から千葉県成田市吉岡まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

千葉県成田市吉岡 まで

茨城県稲敷市沼田 から
２０．３ キロメートル

千葉県成田市吉岡 まで

別　　紙　　１

茨城県稲敷市沼田 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

茨城県稲敷市沼田 から
第1種第2級 道路構造令

千葉県成田市吉岡

茨城県稲敷市沼田 から
１００ ２０．３

千葉県成田市吉岡 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

茨城県稲敷市沼田 から
2車線 4車線

千葉県成田市吉岡 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

茨城県稲敷市沼田から千葉県成田市吉岡まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

稲敷～神崎
神崎～大栄
神崎～大栄

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分
1.75×2
2.30×1
2.50×1

3.50
2.30
2.50

－ － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２０，２２５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

茨城県稲敷市沼田 から － メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

主要地方道 江戸崎新利根線 茨城県稲敷市
沼田

立体接続 稲敷インターチェンジ

千葉県成田市吉岡 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

主要地方道 成田下総線 千葉県成田市
青山

立体接続 下総インターチェンジ

東関東自動車道 水戸線 千葉県成田市
吉岡

立体接続 大栄ジャンクション

県道 江戸崎下総線 茨城県稲敷市
桑山

立体接続 稲敷東インターチェンジ

一般国道３５６号 千葉県香取郡
神崎町大字松崎

立体接続 神崎インターチェンジ



①工事の着手予定年月日

イ-1 茨城県稲敷市沼田（STA 195+40）から茨城県稲敷市沼田（STA 203+05）まで

年 月 日

イ-2 茨城県稲敷市沼田（STA203+05）から茨城県稲敷市沼田（STA205+45）まで

年 月 日

イ-3 茨城県稲敷市沼田（STA 205+45）から茨城県稲敷市沼田（STA 208+55）まで

年 月 日

イ-4 茨城県稲敷市沼田（STA 208+55）から茨城県稲敷市沼田（STA 209+75）まで

年 月 日

イ-5 茨城県稲敷市沼田（STA 209+75）から茨城県稲敷市沼田（STA 210+75）まで

年 月 日

イ-6 茨城県稲敷市沼田（STA 210+75）から茨城県稲敷市江戸崎（STA 211+95）まで

年 月 日

イ-7 茨城県稲敷市江戸崎（STA 211+95）から茨城県稲敷市江戸崎（STA 213+20）まで

年 月 日

平成 ２５ ７ １

平成 ２５ ４ １

別　　紙　　１

平成 ２５ １０ １

平成 ２５ ８ １

平成 ２６ ３ １

平成 ２５ ８ １

平成 ２５ １０ １



イ-8 茨城県稲敷市江戸崎（STA 213+20）から茨城県稲敷市江戸崎（STA 220+74）まで

年 月 日

イ-9 茨城県稲敷市江戸崎（STA 220+74）から茨城県稲敷市江戸崎（STA 225+65）まで

年 月 日

イ-10 茨城県稲敷市江戸崎（STA 225+65）から茨城県稲敷市駒塚（STA 233+35）まで

年 月 日

ロ-1 茨城県稲敷市駒塚（STA 233+35）から茨城県稲敷市駒塚（STA 233+85）まで

年 月 日

ロ-2 茨城県稲敷市駒塚（STA 233+85）から茨城県稲敷市駒塚（STA 236+00）まで

年 月 日

ロ-3 茨城県稲敷市駒塚（STA 236+00）から茨城県稲敷市椎塚（STA 237+82）まで

年 月 日

ロ-4 茨城県稲敷市椎塚（STA 237+82）から茨城県稲敷市椎塚（STA 242+85）まで

年 月 日

ロ-5 茨城県稲敷市椎塚（STA 242+85）から茨城県稲敷市清水（STA 247+10）まで

年 月 日

平成 ２５ ７ １

平成 ２５ ４ １

別　　紙　　１

平成 ２５ ８ １

平成 ２５ ９ １

平成 ２５ １０ １

平成 ２５ １１ １

平成 ２６ ３ １

平成 ２６ ３ １



ロ-6 茨城県稲敷市清水（STA 247+10）から茨城県稲敷市清水（STA 248+89）まで

年 月 日

ロ-7 茨城県稲敷市清水（STA 248+89）から茨城県稲敷市清水（STA 252+90）まで

年 月 日

ハ-1 茨城県稲敷市清水（STA 252+90）から茨城県稲敷市清水（STA 265+45）まで

年 月 日

ハ-2 茨城県稲敷市清水（STA 265+45）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 4+65）まで

年 月 日

二-3 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 4+65）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 7+80）まで

年 月 日

二-4 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 7+80）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 12+60）まで

年 月 日

二-5 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 12+60）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 13+24）まで

年 月 日

ホ-1 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 13+24）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 13+55）まで

年 月 日

平成 ２５ １１ １

平成 ２５ １０ １

別　　紙　　１

平成 ２５ １１ １

平成 ２６ ７ １７

平成 ２５ １０ １

平成 ２５ ４ １

平成 ２６ ８ １

平成 ２６ ９ １



ホ-2 千葉県香取郡神崎町大字松崎（STA 13+55）から千葉県成田市高（STA 17+20）まで

年 月 日

ホ-3 千葉県成田市高（STA 17+20）から千葉県成田市高（STA 17+80）まで

年 月 日

ホ-4 千葉県成田市高（STA 17+80）から千葉県成田市高（STA 19+40）まで

年 月 日

ホ-5 千葉県成田市高（STA 19+40）から千葉県成田市高（STA 19+64）まで

年 月 日

ホ-6 千葉県成田市高（STA 19+64）から千葉県成田市高（STA 20+24）まで

年 月 日

ホ-7 千葉県成田市高（STA 20+24）から千葉県成田市高（STA 21+46）まで

年 月 日

ホ-8 千葉県成田市高（STA 21+46）から千葉県成田市高（STA 22+02）まで

年 月 日

ホ-9 千葉県成田市高（STA 22+02）から千葉県成田市名木（STA 24+35）まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２６ ８ １

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ ８ １８

平成 ２６ １０ １

平成 ２６ ８ １

平成 ２６ ９ １５

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ １１ １０



ホ-10 千葉県成田市名木（STA 24+35）から千葉県成田市名木（STA 27+80）まで

年 月 日

ホ-11 千葉県成田市名木（STA 27+80）から千葉県成田市名木（STA 31+20）まで

年 月 日

ホ-12 千葉県成田市名木（STA 31+20）から千葉県成田市名木（STA 32+10）まで

年 月 日

ホ-13 千葉県成田市名木（STA 32+10）から千葉県成田市名木（STA 35+50）まで

年 月 日

ホ-14 千葉県成田市名木（STA 35+50）から千葉県成田市名木（STA 37+60）まで

年 月 日

ホ-15 千葉県成田市名木（STA 37+60）から千葉県成田市名木（STA 39+00）まで

年 月 日

ホ-16 千葉県成田市名木（STA 39+00）から千葉県成田市名木（STA 41+83）まで

年 月 日

ホ-17 千葉県成田市名木（STA 41+83）から千葉県成田市名木（STA 45+40）まで

年 月 日

別　　紙　　１

平成 ２６ １０ １

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ １１ ２０

平成 ２６ １２ １

平成 ２６ １１ １０

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ １１ ２０

平成 ２６ １２ １



ヘ-1 千葉県成田市名木（STA 45+40）から千葉県成田市倉水（STA 59+20）まで

年 月 日

ヘ-2 千葉県成田市倉水（STA 59+20）から千葉県成田市稲荷山（STA 60+40）まで

年 月 日

ヘ-3 千葉県成田市稲荷山（STA 60+40）から千葉県成田市稲荷山（STA 63+00）まで

年 月 日

ヘ-4 千葉県成田市稲荷山（STA 60+40）から千葉県成田市成井（STA 63+80）まで

年 月 日

ヘ-5 千葉県成田市成井（STA 63+80）から千葉県成田市成井（STA 66+20）まで

年 月 日

ヘ-6 千葉県成田市成井（STA 66+20）から千葉県成田市成井（STA 67+45）まで

年 月 日

ヘ-7 千葉県成田市成井（STA 67+45）から千葉県成田市成井（STA 68+20）まで

年 月 日

ヘ-8 千葉県成田市成井（STA 68+20）から千葉県成田市成井（STA 71+40）まで

年 月 日

平成 ２６ １２ １

平成 ２６ １１ １０

別　　紙　　１

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ １２ １０

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ １０ １

平成 ２６ １１ ２０

平成 ２６ ８ １



ヘ-9 千葉県成田市成井（STA 71+40）から千葉県成田市成井（STA 73+46）まで

年 月 日

ヘ-10 千葉県成田市成井（STA 73+46）から千葉県成田市芝（STA 76+52）まで

年 月 日

ヘ-11 千葉県成田市芝（STA 76+52）から千葉県成田市芝（STA 87+77）まで

年 月 日

ヘ-12 千葉県成田市芝（STA 87+77）から千葉県成田市芝（STA 92+20）まで

年 月 日

ヘ-13 千葉県成田市芝（STA 92+20）から千葉県成田市吉岡（STA 101+68）まで

年 月 日

ヘ-14 千葉県成田市吉岡（STA 101+68）から千葉県成田市吉岡（STA 102+95）まで

年 月 日

ト 千葉県成田市吉岡（STA 102+95）から千葉県成田市吉岡（STA 106+70）まで

年 月 日

稲敷東IC

ハ 茨城県稲敷市清水（A-STA 0＋85）から茨城県稲敷市清水（E-STA 0＋55）まで

神崎IC

平成 ２６ ７ １７

平成 ２６ ８ １８

別　　紙　　１

平成 ２６ ７ １７

平成 ２６ ９ １５

平成 ２６ ７ １７

平成 ２６ ８ １８

平成 ２６ １１ ２０



ニ-1 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C-STA 2＋22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（E-STA 0＋50）まで

年 月 日

ニ-2 千葉県香取郡神崎町大字松崎（E-STA 0＋50）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（E-STA 3＋25）まで

年 月 日

ニ-3 千葉県香取郡神崎町大字松崎（B-STA 2+22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（B-STA 7+06）まで

年 月 日

ニ-4 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C1-STA 2+22）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（C1-STA 4+58）まで

年 月 日

ニ-5 千葉県香取郡神崎町大字松崎（C2-STA 0+0）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（C2-STA 3+20）まで

年 月 日

ニ-6 千葉県香取郡神崎町大字松崎（D-STA 0+0）から千葉県香取郡神崎町大字松崎（D-STA 2+0）まで

年 月 日

下総IC

ヘ-1 千葉県成田市青山（C1-STA 0+50）から千葉県成田市青山（E-STA 0+71）まで

年 月 日

ヘ-2 千葉県成田市青山（C1-STA 0+50）から千葉県成田市青山（C1-STA 1+91）まで

年 月 日

平成 ２５ １ ２１

平成 ２５ １０ １

別　　紙　　１

平成 ２６ ７ １７

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ ７ １７

平成 ２６ ７ １７

平成 ２６ ７ １７

平成 ２６ ９ １



ヘ-3 千葉県成田市青山（A-STA 0+50）から千葉県成田市名木（A-STA 4+25）まで

年 月 日

ヘ-4 千葉県成田市青山（B-STA 0+50）から千葉県成田市名木（B-STA 4+96）まで

年 月 日

ヘ-5 千葉県成田市青山（C2-STA 1+91）から千葉県成田市名木（C2-STA 4+97）まで

年 月 日

ヘ-6 千葉県成田市青山（D-STA 1+91）から千葉県成田市名木（D-STA 5+86）まで

年 月 日

ヘ-7 千葉県成田市青山（E-STA 0+71）から千葉県成田市名木（E-STA 1+91）まで

年 月 日

大栄JCT

ト-1 千葉県成田市吉岡（B-STA 2+10）から千葉県成田市吉岡（B-STA 9+53）まで

年 月 日

ト-2 千葉県成田市吉岡（H-STA 2+10）から千葉県成田市吉岡（H-STA 7+48）まで

年 月 日

神崎PA（仮称）

別　　紙　　１

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ ９ １

平成 ２７ １ １

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ ９ １

平成 ２６ １２ １

平成 ２６ １２ １



チ-1 千葉県香取郡神崎町大字松崎から千葉県香取郡神崎町大字松崎まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （稲敷IC～神崎IC 供用開始）

年 月 日 （神崎IC～大栄JCT 供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２２，１０２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２１，８１９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ７ ４ １

令和 ９ ３ ３０

平成 ２６ ４ １２

平成 ２７ ６ ７



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１５７

関越自動車道新潟線
（東京都三鷹市北野から東京都練馬区大泉町）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

関越自動車道新潟線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 直轄事業と有料道路事業による事業方式

東京都練馬区大泉町 まで

東京都三鷹市北野 から
９．８ キロメートル

東京都練馬区大泉町 まで

別　　紙　　１

東京都三鷹市北野 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．２５　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

東京都三鷹市北野 から
第2種第1級 道路構造令

東京都練馬区大泉町

東京都三鷹市北野 から
８０ ９．８

東京都練馬区大泉町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

東京都三鷹市北野 から
6車線 6車線

東京都練馬区大泉町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

東京都三鷹市北野から東京都練馬区大泉町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ２．５０ ０．７５ ３．２５

土工（掘割）部分 － － ２．５０ ０．７５ ３．２５

橋梁高架部分
（長大橋）

－ － － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

９６０，９０８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

東京都練馬区大泉町 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

東京都三鷹市北野 から － メートル（土工部）

都道新宿国立線 東京都三鷹市牟礼 立体接続 東八道路インターチェンジ（仮称）

都道東京所沢線 東京都練馬区関町南 立体接続 青梅街道インターチェンジ（仮称）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

中央自動車道富士吉田線 東京都三鷹市北野 立体接続
平面接続

中央ジャンクション（仮称）
本線

関越自動車道新潟線 東京都練馬区大泉町 立体接続 大泉ジャンクション

都道練馬所沢線 東京都練馬区東大泉 立体接続 目白通りインターチェンジ（仮称）

東北縦貫自動車道弘前線 東京都練馬区大泉町 平面接続 本線



①工事の着手年月日

イ 東京都三鷹市北野（STA 63+36）から東京都練馬区石神井台（STA 133+16）まで

年 月 日

ロ 東京都練馬区石神井台（STA 133+16）から東京都練馬区石神井台（STA 137+10）まで

年 月 日

ハ 東京都練馬区石神井台（STA 137+10）から東京都練馬区石神井町（STA 149+40）まで

年 月 日

二 東京都練馬区石神井町（STA 149+40）から東京都練馬区大泉町（STA 159+15）まで

年 月 日

ホ 東京都練馬区大泉町（STA 159+15）から東京都練馬区大泉町（STA 160+89）まで

年 月 日

　・　なお、直轄事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が直轄事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

別　　紙　　１

令和 元 ８ １５

平成 ２９ ６ １

令和 ２ ４ １

令和 ２ ４ １

平成 ２６ ９ １１

令和 １３ ３ ３１



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，１６１，８２９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１，１０７，３７４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６１

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（神奈川県横浜市栄区田谷町から神奈川県藤沢市城南二丁目まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

神奈川県藤沢市城南二丁目 まで

神奈川県横浜市栄区田谷町 から
７．３ キロメートル

神奈川県藤沢市城南二丁目 まで

別　　紙　　１

神奈川県横浜市栄区田谷町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

神奈川県横浜市栄区田谷町 から
第1種第3級 道路構造令

神奈川県藤沢市城南二丁目

神奈川県横浜市栄区田谷町 から
８０ ７．３

神奈川県藤沢市城南二丁目 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

神奈川県横浜市栄区田谷町 から
4車線 4車線

神奈川県藤沢市城南二丁目 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

神奈川県横浜市栄区田谷町から神奈川県藤沢市城南二丁目まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ２．２５ ０．７５ ３．２５

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１５４，９１４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

神奈川県藤沢市城南二丁目 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

神奈川県横浜市栄区田谷町 から ３．００ メートル（土工部）

一般国道１号 神奈川県藤沢市
城南二丁目

立体接続 藤沢インターチェンジ

一般国道１号（新湘南バイパス） 神奈川県藤沢市
城南二丁目

平面接続 藤沢インターチェンジ

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道４６８号（横浜横須賀道路）
及び

都市計画道路横浜藤沢線

神奈川県横浜市栄区
田谷町

立体接続 栄インター・ジャンクション（仮称）



イ 神奈川県横浜市栄区田谷町（STA 00+73）から神奈川県藤沢市城南一丁目（STA 74+05）まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１９０，６９８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１８１，２３８ 百万円)(消費税込み)

令和 １４ ３ ３１

別　　紙　　１

令和 ２ ４ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６２

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（千葉県成田市吉岡から千葉県山武市松尾町谷津まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

千葉県山武市松尾町谷津 まで

千葉県成田市吉岡 から
１８．５ キロメートル

千葉県山武市松尾町谷津 まで

別　　紙　　１

千葉県成田市吉岡 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

千葉県成田市吉岡 から
第1種第2級 道路構造令

千葉県山武市松尾町谷津

千葉県成田市吉岡 から
１００ １８．５

千葉県山武市松尾町谷津 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

千葉県成田市吉岡 から
2車線 4車線

千葉県山武市松尾町谷津 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

千葉県成田市吉岡から千葉県山武市松尾町谷津まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 1.00×2 ２．００ － － －

土工（掘割）部分 1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － ２．５０ ０．７５ ３．２５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

千葉県成田市吉岡 から － メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

東関東自動車道水戸線 千葉県成田市
吉岡

立体接続 大栄ジャンクション

千葉県山武市松尾町谷津 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

一般国道１２６号（銚子連絡道路）
及び

県道成田松尾線

千葉県山武市
松尾町谷津

立体接続 松尾横芝インターチェンジ

一般国道１２６号（千葉東金道路） 千葉県山武市
松尾町谷津

平面接続 松尾横芝インターチェンジ

県道成田小見川鹿島港線 千葉県成田市
川上

立体接続 （主）成田小見川鹿島港線
インターチェンジ（仮称）

一般国道２９６号 千葉県香取郡
多古町喜多

立体接続 国道２９６号インターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

５９，５６０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 千葉県成田市吉岡（STA 0+00）から千葉県山武市松尾町谷津（STA 184+90）まで

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

６７，９２８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　６４，８１４ 百万円)(消費税込み)

令和 ９ ３ ３１

別　　紙　　１

平成 ３１ ４ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６３

北海道縦貫自動車道函館名寄線 （士別剣淵IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道縦貫自動車道函館名寄線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

北海道士別市南町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

道道士別剣淵インター線 北海道士別市南町
及び

北海道上川郡剣淵町

立体接続 士別剣淵インターチェンジ



（４）工事予算

２６４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２９７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２８４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２６ １０ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１６５

常磐自動車道 （いわき小名浜IC） に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，８９０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

福島県いわき市山田町長沢

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

小名浜道路
（県道いわき上三坂小野線）

福島県いわき市
山田町長沢

立体接続 いわき小名浜インターチェンジ
（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，０９７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，００１ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２６ １０ １

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１７４

常磐自動車道 （大熊IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，４６３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手及び完成の年月日

別　　紙　　１

福島県双葉郡大熊町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道西２０号線 福島県双葉郡大熊町 立体接続 大熊インターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業一部完成）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，７６３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，７６３ 百万円)(消費税込み)

（債務引受額　         　　　　２，６３３ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力災害により設定された帰還困

難区域における施工のため、工事に要する費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

別　　紙　　１

平成 ２７ ９ １

平成 ３１ ３ ３１

令和 ２ ３ ６

令和 ３ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１７５

常磐自動車道 （常磐双葉IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，７０４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手及び完成の年月日

別　　紙　　１

福島県双葉郡双葉町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道双葉インター線 福島県双葉郡双葉町 立体接続 常磐双葉インターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，９２１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２，９２１ 百万円)(消費税込み)

（債務引受額　         　　　　２，８３５ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力災害により設定された帰還困

難区域における施工のため、工事に要する費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

別　　紙　　１

平成 ２７ ９ １

令和 ２ ３ ７

令和 ３ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１７６

東北縦貫自動車道弘前線（大谷スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

栃木県宇都宮市宝木町及び駒生町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道大谷スマートインター１号線
及び

市道大谷スマートインター２号線

栃木県宇都宮市宝木町
及び　駒生町

立体接続 大谷スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

３，６８１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，０８９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２７ ９ １

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１７７

関越自動車道新潟線（三芳スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

関越自動車道新潟線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

埼玉県入間郡三芳町上富

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道幹線３号線
及び

町道上富６９号線

埼玉県入間郡三芳町上富 立体接続 三芳スマートインターチェンジ



（４）工事予算

２，９１５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，２５０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２７ ９ １

令和 ６ ３ １０

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１７８

一般国道１６号（横浜横須賀道路）（横須賀PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１６号（有料道路名：横浜横須賀道路）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，１０３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

神奈川県横須賀市平作

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道７５６６号坂本芦名線 神奈川県横須賀市平作 立体接続 横須賀PAスマート
　インターチェンジ（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２８４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２７ ９ １

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１７９

東関東自動車道水戸線（京葉JCT）（改築）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

４７，９８１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

千葉県市川市稲荷木

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道１４号
（京葉道路）

千葉県市川市
稲荷木

立体接続 京葉ジャンクション



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

５４，７５１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　５２，１２３ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２８ ３ １

令和 １１ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８０

常磐自動車道
（福島県いわき市好間町から福島県双葉郡広野町まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福島県双葉郡広野町 まで

福島県いわき市好間町 から
２６．６ キロメートル

福島県双葉郡広野町 まで

別　　紙　　１

福島県いわき市好間町 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県いわき市好間町 から
第1種第2級 道路構造令

福島県双葉郡広野町

福島県いわき市好間町 から
１００ ２６．６

福島県双葉郡広野町 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

福島県いわき市好間町 から
4車線 4車線 4車線化

福島県双葉郡広野町 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県いわき市好間町から福島県双葉郡広野町まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１１５，４９７ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県いわき市好間町 から ４．５０ メートル（土工部）

平成 ２８ ７ １

福島県双葉郡広野町 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）



年 月 日 （一部供用開始）

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１２３，２１８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１２２，６８２ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ８ ３ ３０

令和 ３ ３ ３０

令和 ３ ６ １３



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８１

常磐自動車道
（宮城県亘理郡山元町大平から宮城県亘理郡亘理町逢隈まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

宮城県亘理郡山元町大平 から
１１．５ キロメートル

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

別　　紙　　１

宮城県亘理郡山元町大平 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋＮ　(Ｂ活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

宮城県亘理郡山元町大平 から
第1種第2級 道路構造令

宮城県亘理郡亘理町逢隈

宮城県亘理郡山元町大平 から
１００ １１．５

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

宮城県亘理郡山元町大平 から
4車線 4車線 4車線化

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

宮城県亘理郡山元町大平から宮城県亘理郡亘理町逢隈まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２８，４６１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

宮城県亘理郡山元町大平 から ４．５０ メートル（土工部）

平成 ２８ ７ １

宮城県亘理郡亘理町逢隈 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３２，９０４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３２，７０４ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ ３ ６

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８２

一般国道６号（仙台東部道路）
（宮城県亘理郡亘理町逢隈から宮城県岩沼市押分まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道６号

（有料道路名　：　仙台東部道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 有料道路事業

宮城県岩沼市押分 まで

宮城県亘理郡亘理町逢隈 から
２．２ キロメートル

宮城県岩沼市押分 まで

別　　紙　　１

宮城県亘理郡亘理町逢隈 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

宮城県亘理郡亘理町逢隈 から
第1種第2級 道路構造令

宮城県岩沼市押分

宮城県亘理郡亘理町逢隈 から
１００ ２．２

宮城県岩沼市押分 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

宮城県亘理郡亘理町逢隈 から
4車線 4車線 4車線化

宮城県岩沼市押分 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

宮城県亘理郡亘理町逢隈から宮城県岩沼市押分まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１２，２０２ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

宮城県亘理郡亘理町逢隈 から ４．５０ メートル（土工部）

平成 ２８ ７ １

宮城県岩沼市押分 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）



年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１４，０２７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１３，９４８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ ３ ６

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８４

東北縦貫自動車道弘前線（都賀西方スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

栃木県栃木市都賀町及び西方町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道都賀西方スマートインター１号
線

及び
市道都賀西方スマートインター２号

線

栃木県栃木市都賀町
及び　西方町

立体接続 都賀西方スマートインターチェン
ジ



（４）工事予算

１，７３７ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，９８０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２８ ７ １

令和 ５ ９ １０

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８６

東関東自動車道水戸線
（茨城県潮来市延方から茨城県鉾田市秋山まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 直轄事業と有料道路事業による事業方式

茨城県鉾田市秋山 まで

茨城県潮来市延方 から
３０．９ キロメートル

茨城県鉾田市秋山 まで

別　　紙　　１

茨城県潮来市延方 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

茨城県潮来市延方 から
第1種第3級 道路構造令

茨城県鉾田市秋山

茨城県潮来市延方 から
８０ ３０．９

茨城県鉾田市秋山 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

茨城県潮来市延方 から
2車線 4車線

茨城県鉾田市秋山 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

茨城県潮来市延方から茨城県鉾田市秋山まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 0.75×2 １．５０ － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２７，０４１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

茨城県潮来市延方 から － メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道水戸神栖線
及び

市道（潮）１級１３号線

茨城県潮来市
延方

立体接続 潮来インターチェンジ

茨城県鉾田市秋山 まで
－ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

県道鉾田茨城線 茨城県鉾田市
飯名

立体接続 鉾田インターチェンジ

市道麻生１-１７号 茨城県行方市
石神

立体接続 麻生インターチェンジ（仮称）

一般国道３５４号 茨城県行方市
両宿

立体接続 北浦インターチェンジ（仮称）



①工事の着手予定年月日

イ 茨城県鉾田市塔ヶ崎（STA.286+04）から茨城県鉾田市秋山（28+10.3） 　

年 月 日

ロ 茨城県潮来市延方（STA.-1-8.1）から茨城県鉾田市塔ヶ崎（STA.286+04） 　

年 月 日

　・　なお、直轄事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、会社が直轄事業者か

ら事業引継ぎを受ける

　　年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３０，６０２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２９，１９７ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ９ ３ ３１

平成 ２９ ７ １

令和 ７ ４ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８７

東北縦貫自動車道　 弘前線（菅生スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，７８３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

宮城県柴田郡村田町菅生

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

主要地方道仙台村田線 宮城県柴田郡村田町菅生 立体接続 菅生スマートインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，２９５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２９ １０ １

令和 ５ ３ ２５

令和 ６ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８８

関越自動車道上越線 （甘楽PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

関越自動車道上越線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，４７７ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

群馬県甘楽郡甘楽町大字白倉及び天引

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道甘楽PAスマートIC線 群馬県甘楽郡甘楽町大字白倉
及び　天引

立体接続 甘楽スマートインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７０７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２９ １０ １

令和 ５ ３ ２５

令和 ６ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１８９

北関東自動車道 （出流原PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北関東自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

栃木県佐野市出流原町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道出流原PA
スマートインター線（西行）

及び
市道出流原PA

スマートインター線（東行）

栃木県佐野市出流原町 立体接続 出流原スマートインターチェンジ



（４）工事予算

１，７１１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，０６１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２９ １０ １

令和 ４ ９ １９

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９０

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）（つくばスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

茨城県つくば市島名

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道つくばスマートICアクセス１号線
及び

市道つくばスマートICアクセス２号線

茨城県つくば市島名 立体接続 つくばスマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

２，４１３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，８８６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ２９ １０ １

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９１

一般国道４６８号（首都圏中央連絡自動車道）
（埼玉県久喜市大字下早見から千葉県成田市吉岡まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４６８号

（有料道路名　：　首都圏中央連絡自動車道）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般道路事業と有料道路事業による事業方式

千葉県成田市吉岡 まで

埼玉県久喜市大字下早見 から
９２．２ キロメートル

千葉県成田市吉岡 まで

別　　紙　　１

埼玉県久喜市大字下早見 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

埼玉県久喜市大字下早見 から
第1種第2級 道路構造令

千葉県成田市吉岡

埼玉県久喜市大字下早見 から
１００ ９２．２

千葉県成田市吉岡 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

埼玉県久喜市大字下早見 から
4車線 4車線 4車線化

千葉県成田市吉岡 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

埼玉県久喜市大字下早見から千葉県成田市吉岡まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３８８，６０６ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

埼玉県久喜市大字下早見 から ３．００ メートル（土工部）

令和 元 ５ １

千葉県成田市吉岡 まで
３．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）



年 月 日 （久喜白岡JCT～幸手IC、境古河IC～坂東IC 供用開始）

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４２３，８３３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４０５，１３８ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ５ ３ ３１

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９２

東北縦貫自動車道弘前線（栗原IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

宮城県栗原市築館萩沢

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

宮城県栗原市築館萩沢 立体接続 栗原インターチェンジ（仮称）主要地方道築館登米線



①工事の着手年月日

イ 宮城県栗原市築館萩沢（STA 485+00）から宮城県栗原市築館萩沢（STA 489+60）まで

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ５ ５ １

令和 １２ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９４

北関東自動車道（下野スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北関東自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

栃木県下野市下古山及び上古山

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道下野スマートインター線（西行
き）

及び
市道下野スマートインター線（東行

き）

栃木県下野市下古山
及び　上古山

立体接続 下野スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

３，５０３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，０８７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ３０ ９ １０

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９５

中央自動車道長野線（筑北スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中央自動車道長野線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，４０５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

長野県東筑摩郡筑北村西条小仁熊

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

村道滝上北線 長野県東筑摩郡筑北村
西条小仁熊

立体接続 筑北スマートインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，８６７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

平成 ３０ ９ １０

令和 ５ １２ １７

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９６

東北縦貫自動車道　弘前線 （蓮田スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

埼玉県蓮田市大字川島及び黒浜

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道蓮田白岡久喜線
及び

市道５７号線

埼玉県蓮田市大字川島
及び　黒浜

立体接続 蓮田スマートインターチェンジ



（４）工事予算

１，３９０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （上り線　供用開始）

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７７４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 元 １１ １

令和 ４ ４ ２４

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９７

東北縦貫自動車道弘前線（花巻PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

岩手県花巻市諏訪 及び 大谷地

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道山の神諏訪線
及び

県道花巻和賀線

岩手県花巻市諏訪
及び　大谷地

立体接続 花巻PAスマートインターチェンジ



（４）工事予算

１，３０９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，６８５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 元 １２ ２４

令和 ６ ３ ２０

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９８

東北中央自動車道相馬尾花沢線　（山形PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１，４３３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

山形県山形市大道端

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道西部工業団地村木沢線 山形県山形市大道端 立体接続 山形PAスマートインターチェンジ



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日 （供用開始）

年 月 日 （残事業完成）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，８０７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 元 １２ ２４

令和 ６ ３ ２４

令和 ７ ３ ３０



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－１９９

常磐自動車道（つくばみらいスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

茨城県つくばみらい市古川

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

（仮称）つくばみらいスマートIC１号線
及び

（仮称）つくばみらいスマートIC２号線

茨城県つくばみらい市古川 立体接続 つくばみらいスマート
インターチェンジ（仮称）



（４）工事予算

３，８１５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，４１９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 元 １１ １

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２００

常磐自動車道（小高スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

福島県南相馬市小高区大田和

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道大田和インター線
及び

市道川房インター線

福島県南相馬市小高区大田和 立体接続 小高スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

２，６１３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，５５９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 元 １２ ２４

令和 １２ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０１

一般国道4号（東埼玉道路）
（埼玉県八潮市大字八條から埼玉県北葛飾郡松伏町田島まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４号（東埼玉道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 一般国道事業と有料道路事業による事業方式

埼玉県北葛飾郡松伏町田島 まで

埼玉県八潮市大字八條 から
９．５ キロメートル

埼玉県北葛飾郡松伏町田島 まで

別　　紙　　１

埼玉県八潮市大字八條 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

埼玉県八潮市大字八條 から
第1種第3級 道路構造令

埼玉県北葛飾郡松伏町田島

埼玉県八潮市大字八條 から
８０ ９．５

埼玉県北葛飾郡松伏町田島 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

埼玉県八潮市大字八條 から
4車線 4車線

埼玉県北葛飾郡松伏町田島 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

埼玉県八潮市大字八條から埼玉県北葛飾郡松伏町田島まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

埼玉県八潮市大字八條 から ３．００ メートル（土工部）

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道４号
及び

常磐自動車道

埼玉県八潮市大字八條 立体接続 草加八潮インター
・ジャンクション（仮称）

埼玉県北葛飾郡松伏町田島 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

一般国道４号 埼玉県吉川市大字川藤 立体接続 越谷総合公園川藤線
インターチェンジ（仮称）

一般国道４号 埼玉県北葛飾郡松伏町田島 立体接続 浦和野田線
インターチェンジ（仮称）

一般国道４号 埼玉県草加市柿木町 立体接続 蒲生柿木川戸線
インターチェンジ（仮称）

一般国道４号 埼玉県越谷市大成町 立体接続 越谷吉川線
インターチェンジ（仮称）



（４）工事予算

１６，７０９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

　・　なお、一般国道事業と有料道路事業による事業方式における工事の着手予定年月日とは、各区間の全ての範囲について、

　　会社が一般国道事業者から事業引継ぎを受ける予定年月日をいう。

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１９，４９４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１８，６０９ 百万円)(消費税込み)

令和 １２ ３ ３１

別　　紙　　１

令和 １０ ４ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０２

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道勇払郡占冠村字中央から北海道勇払郡占冠村字上トマムまで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで

北海道勇払郡占冠村字中央 から
２６．２ キロメートル

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで

別　　紙　　１

北海道勇払郡占冠村字中央 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

北海道勇払郡占冠村字中央 から
第1種第2級 道路構造令

北海道勇払郡占冠村字上トマム

北海道勇払郡占冠村字中央 から
１００ ２６．２

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

北海道勇払郡占冠村字中央 から
4車線 4車線 4車線化

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

北海道勇払郡占冠村字中央から北海道勇払郡占冠村字上トマムまで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

－ － １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

９７，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

北海道勇払郡占冠村字上トマム まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

北海道勇払郡占冠村字中央 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ２ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１０，４３１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１０５，２３１ 百万円)(消費税込み)

令和 １２ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０３

常磐自動車道
（福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市原町区大字信田沢まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までを表す。

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福島県南相馬市原町区大字信田沢 まで

福島県双葉郡浪江町大字室原 から 18.4
（1.9）

キロメートル
福島県南相馬市原町区大字信田沢 まで

別　　紙　　１

福島県双葉郡浪江町大字室原 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県双葉郡浪江町大字室原 から
第1種第2級 道路構造令

福島県南相馬市原町区大字信田沢

福島県双葉郡浪江町大字室原 から
１００ １８．４

福島県南相馬市原町区大字信田沢 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県双葉郡浪江町大字室原 から
4車線 4車線 4車線化

福島県南相馬市原町区大字信田沢 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市原町区大字信田沢まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ２．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

４５，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までの

工事予算７，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福島県南相馬市原町区大字信田沢 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県双葉郡浪江町大字室原 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ２ ５ １



年 月 日

（なお、上記については福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までの工事の着手および

完成の予定年月日を表す。）

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８，９８８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８，５８７ 百万円)(消費税込み)

なお、上記については福島県双葉郡浪江町大字室原から福島県南相馬市小高区大字神山までの債務引受限度額および　　　　　

助成対象基準額を表す。

令和 １２ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０４

北海道横断自動車道黒松内釧路線（長流枝スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

北海道河東郡音更町字長流枝

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道長流枝スマートインター線 北海道河東郡音更町字長流枝 立体接続 長流枝スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

３，００４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，９６６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 １０ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０５

東北縦貫自動車道弘前線（白石中央スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

宮城県白石市大平中目

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

白石中央スマートインター１号線
白石中央スマートインター２号線

宮城県白石市大平中目 立体接続 白石中央スマートインターチェン
ジ
（仮称）



（４）工事予算

２，４２１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，０３５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０６

東北中央自動車道相馬尾花沢線（天童南スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北中央自動車道相馬尾花沢線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，２８４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

山形県天童市大字高擶

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道スマートインター２号線 山形県天童市大字高擶 立体接続 天童南スマートインターチェンジ
（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，１２４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０７

関越自動車道上越線（若穂スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

関越自動車道上越線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

２，７４５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

長野県長野市若穂川田

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

長野市道（仮称）若穂西２９８号線 長野県長野市若穂川田 立体接続 若穂スマートインターチェンジ
（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，４９６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０８

常磐自動車道（三郷料金所スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

埼玉県三郷市小谷堀

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道１３１３号線、市道１７０４号線、
市道１７０５号線

及び
市道１７０６号線

埼玉県三郷市小谷堀 立体接続 三郷料金所
スマートインターチェンジ



（４）工事予算

１，１８４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，５２４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ７ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２０９

北陸自動車道（大積スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北陸自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

新潟県長岡市

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道二和５５号線
及び

市道二和１４３号線

新潟県長岡市宮本東方町
及び　大積善間町

平面接続 大積スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

１，３４７ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，８６５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ８ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１０

一般国道13号 （米沢南陽道路）（高畠スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道１３号  

（有料道路名　：　米沢南陽道路）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

山形県東置賜郡高畠町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道高畠インター１号線
町道高畠インター２号線

山形県東置賜郡高畠町 立体接続 高畠スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

１，８１０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，５１３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ２ １２ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１１

東関東自動車道水戸線（北千葉JCT）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

１３２，４４１ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

千葉県市川市堀之内

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

一般国道４６４号
（北千葉道路）

千葉県市川市堀之内 平面接続 北千葉ジャンクション（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１５６，１５５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１４８，６４９ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ ５ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１２

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道勇払郡占冠村字上トマムから北海道上川郡清水町字清水まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

北海道上川郡清水町字清水 まで

北海道勇払郡占冠村字上トマム から
２０．９ キロメートル

北海道上川郡清水町字清水 まで

別　　紙　　１

北海道勇払郡占冠村字上トマム から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

北海道勇払郡占冠村字上トマム から
第1種第2級 道路構造令

北海道上川郡清水町字清水

北海道勇払郡占冠村字上トマム から
１００ ２０．９

北海道上川郡清水町字清水 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

北海道勇払郡占冠村字上トマム から
4車線 4車線 4車線化

北海道上川郡清水町字清水 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

北海道勇払郡占冠村字上トマムから北海道上川郡清水町字清水まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

５２，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

イ 北海道勇払郡占冠村字上トマムから北海道空知郡南富良野町字落合まで

年 月 日

ロ 北海道空知郡南富良野町字落合から北海道上川郡新得町新得まで

年 月 日

まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

北海道勇払郡占冠村字上トマム から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ４ ５ １

令和 ３ ５ １

北海道上川郡清水町字清水



ハ 北海道上川郡新得町新得から北海道上川郡清水町字清水まで

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

６４，６８７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　６１，７５０ 百万円)(消費税込み)

令和 １４ ３ ３１

別　　紙　　１

令和 ４ ５ １



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１３

東北横断自動車道釜石秋田線
（岩手県北上市和賀町煤孫から岩手県和賀郡西和賀町大渡まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北横断自動車道釜石秋田線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

岩手県和賀郡西和賀町大渡 まで

岩手県北上市和賀町煤孫 から
２１．６ キロメートル

岩手県和賀郡西和賀町大渡 まで

別　　紙　　１

岩手県北上市和賀町煤孫 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

岩手県北上市和賀町煤孫 から
第1種第3級 道路構造令

岩手県和賀郡西和賀町大渡

岩手県北上市和賀町煤孫 から
８０ ２１．６

岩手県和賀郡西和賀町大渡 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

岩手県北上市和賀町煤孫 から
4車線 4車線 4車線化

岩手県和賀郡西和賀町大渡 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

岩手県北上市和賀町煤孫から岩手県和賀郡西和賀町大渡まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 1.75×2 ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

９８，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

岩手県和賀郡西和賀町大渡 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

岩手県北上市和賀町煤孫 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１１４，６１５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　１０９，２３５ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１４

東北横断自動車道いわき新潟線
（福島県河沼郡会津坂下町大字坂本から福島県耶麻郡西会津町大字野沢まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 まで

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から
１１．４ キロメートル

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 まで

別　　紙　　１

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から
第1種第3級 道路構造令

福島県耶麻郡西会津町大字野沢

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から
８０ １１．４

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から
4車線 4車線 4車線化

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本から福島県耶麻郡西会津町大字野沢まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 1.75×2 ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

７，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県河沼郡会津坂下町大字坂本 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９，１１０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８，７１１ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１５

東北横断自動車道いわき新潟線
（新潟県東蒲原郡阿賀町津川から新潟県阿賀野市新保まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

新潟県阿賀野市新保 まで

新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から
１４．９ キロメートル

新潟県阿賀野市新保 まで

別　　紙　　１

新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から
第1種第3級 道路構造令

新潟県阿賀野市新保

新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から
８０ １４．９

新潟県阿賀野市新保 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

－ メートル

新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から
4車線 4車線 4車線化

新潟県阿賀野市新保 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

新潟県東蒲原郡阿賀町津川から新潟県阿賀野市新保まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 1.75×2 ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３０，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

新潟県阿賀野市新保 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

新潟県東蒲原郡阿賀町津川 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３７，６３３ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３５，９３９ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１６

常磐自動車道
（福島県相馬市大字坪田から福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺 まで

福島県相馬市大字坪田 から
８．５ キロメートル

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺 まで

別　　紙　　１

福島県相馬市大字坪田 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県相馬市大字坪田 から
第1種第2級 道路構造令

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺

福島県相馬市大字坪田 から
１００ ８．５

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県相馬市大字坪田 から
4車線 4車線 4車線化

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県相馬市大字坪田から福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２２，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福島県相馬郡新地町大字駒ヶ嶺 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県相馬市大字坪田 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２８，３６８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２７，１０３ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１７

一般国道４７号（仙台北部道路）
（宮城県宮城郡利府町沢乙から宮城県富谷市穀田まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４７号（仙台北部道路）

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

宮城県富谷市穀田 まで

宮城県宮城郡利府町沢乙 から
６．６ キロメートル

宮城県富谷市穀田 まで

別　　紙　　１

宮城県宮城郡利府町沢乙 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

宮城県宮城郡利府町沢乙 から
第1種第2級 道路構造令

宮城県富谷市穀田

宮城県宮城郡利府町沢乙 から
１００ ６．６

宮城県富谷市穀田 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

宮城県宮城郡利府町沢乙 から
4車線 4車線 4車線化

宮城県富谷市穀田 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

宮城県宮城郡利府町沢乙から宮城県富谷市穀田まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

１９，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

宮城県富谷市穀田 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

宮城県宮城郡利府町沢乙 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ３ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２４，９９９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２３，８８４ 百万円)(消費税込み)

令和 １３ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１８

北関東自動車道（笠間PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北関東自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

茨城県笠間市上加賀田

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道笠間PAスマートIC線 茨城県笠間市上加賀田 立体接続 笠間PAスマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

１，５４９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，０６５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ３ ９ １

令和 ９ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２１９

常磐自動車道
（福島県双葉郡広野町上北迫から福島県双葉郡楢葉町上繁岡まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

福島県双葉郡楢葉町上繁岡 まで

福島県双葉郡広野町上北迫 から
５．３ キロメートル

福島県双葉郡楢葉町上繁岡 まで

別　　紙　　１

福島県双葉郡広野町上北迫 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県双葉郡広野町上北迫 から
第1種第2級 道路構造令

福島県双葉郡楢葉町上繁岡

福島県双葉郡広野町上北迫 から
１００ ７．３

福島県双葉郡楢葉町上繁岡 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県双葉郡広野町上北迫 から
4車線 4車線 4車線化

福島県双葉郡楢葉町上繁岡 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県双葉郡広野町上北迫から福島県双葉郡楢葉町上繁岡まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３１，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

福島県双葉郡楢葉町上繁岡 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県双葉郡広野町上北迫 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ４ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３６，２２５ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３４，５４０ 百万円)(消費税込み)

平成２３年３月１１日に発生した東北地方太平洋沖地震に伴う原子力発電所の事故における原子力損害により、

工事に要する費用への影響が確認された場合は、必要な措置を相互に確認し、対処するものとする。

令和 １４ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２０

中央自動車道長野線（安曇野北IC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

中央自動車道長野線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

０ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

長野県安曇野市豊科光

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

県道大町明科線 長野県安曇野市豊科光 立体接続 安曇野北インターチェンジ（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　- 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ ５ １

令和 １６ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２１

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（新得PA）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）工事の箇所

（３）工事予算

２，７４８ 百万円（消費税込み）

（４）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

令和 ４ １１ １

別　　紙　　１

北海道上川郡新得町字新得西九線



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，７３７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　３，５９０ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 １２ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２２

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（新得スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

８１９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

北海道上川郡新得町字新得西九線

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道新得インター北線
町道新得インター南線

北海道上川郡新得町字広内 立体接続 新得スマートインターチェンジ
（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，２４０ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ １１ １

令和 １２ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２３

東北縦貫自動車道弘前線
（八幡平スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北縦貫自動車道弘前線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

岩手県八幡平市星沢及び細野

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道スマートIC上り線
市道スマートIC下り線

岩手県八幡平市星沢
及び　細野

立体接続 八幡平スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

３，１６２ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，１７１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ １１ １

令和 １２ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２４

常磐自動車道（外環八潮スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

埼玉県八潮市八條

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道外環八潮スマートIC内回り線
市道外環八潮スマートIC外回り線

埼玉県八潮市八條 立体接続 外環八潮スマートインターチェン
ジ
（仮称）



（４）工事予算

１，３７３ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，１０１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ １１ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２５

常磐自動車道（千代田PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

茨城県かすみがうら市中佐谷

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道8-2932号線
及び

市道8-0997号線

茨城県かすみがうら市中佐谷 立体接続 千代田PAスマート
インターチェンジ（仮称）



（４）工事予算

１，２６８ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

１，７８６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ １１ １

令和 １１ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２６

東関東自動車道水戸線
（検見川・真砂スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東関東自動車道水戸線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

千葉県千葉市美浜区真砂

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道検見川・真砂スマートIC
ONランプ線

市道検見川・真砂スマートIC
OFFランプ線

千葉県千葉市美浜区真砂 立体接続 検見川・真砂スマート
インターチェンジ（仮称）



（４）工事予算

２，６７９ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，５６８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ １１ １

令和 １５ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２７

北関東自動車道（足利スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北関東自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

栃木県足利市五十部町及び山下町

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道足利スマートインター線（西行
き）

市道足利スマートインター線（東行
き）

栃木県足利市五十部町
及び　山下町

立体接続 足利スマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

３，２５４ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３，９９４ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ４ １１ １

令和 １０ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２８

関越自動車道上越線（屋代スマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

関越自動車道上越線

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

３，５５５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

長野県千曲市屋代

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

市道返町東西線 長野県千曲市屋代 立体接続 屋代スマートインターチェンジ
（仮称）



①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４，７９７ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ５ １０ １

令和 １３ ３ ３１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２２９

北関東自動車道（壬生PAスマートIC）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北関東自動車道

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

別　　紙　　１

栃木県下都賀郡壬生町国谷

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

町道壬生PAスマートインター線
（西行き）

町道壬生PAスマートインター線
（東行き）

栃木県下都賀郡壬生町国谷 立体接続 壬生PAスマートインターチェンジ
（仮称）



（４）工事予算

２，０４７ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２，７４１ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　－ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ５ １０ １

令和 １１ ３ ３１



 

別紙１－２２９の次に次の別紙を加える。 

 

  



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２３０

北海道横断自動車道黒松内釧路線
（北海道勇払郡安平町追分美園から北海道夕張市紅葉山まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

北海道横断自動車道黒松内釧路線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（なお、事業着手する区間については北海道夕張郡由仁町川端から北海道夕張郡栗山町滝下までとする。）

（ロ）延長

※ （　）内は北海道夕張郡由仁町川端から北海道夕張郡栗山町滝下までを表す。

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

北海道夕張市紅葉山 まで

北海道勇払郡安平町追分美園 から 20.2
（4.1）

キロメートル
北海道夕張市紅葉山 まで

別　　紙　　１

北海道勇払郡安平町追分美園 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

北海道勇払郡安平町追分旭 まで

II
北海道勇払郡安平町追分旭 から

第1種第3級

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

I
北海道勇払郡安平町追分美園 から

第1種第2級 道路構造令

I
北海道勇払郡安平町追分美園 から

１００ ７．４
北海道勇払郡安平町追分旭 まで

道路構造令
北海道夕張市紅葉山 まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）

II
北海道勇払郡安平町追分旭 から

８０ １２．８
北海道夕張市紅葉山 まで



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

II
北海道勇払郡安平町追分旭 から

4車線 4車線 4車線化
北海道夕張市紅葉山 まで

I
北海道勇払郡安平町追分美園 から

4車線 4車線 4車線化
北海道勇払郡安平町追分旭 まで

I 北海道勇払郡安平町追分美園から北海道勇払郡安平町追分旭まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側

トンネル部分 － － １．００ １．００ ２．００

計

土工（掘割）部分 2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×2 ３．５０ １．７５ １．２５ ３．００

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×2 ５．００ ２．５０ １．２５ ３．７５



( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

（リ）中央帯の標準幅員

別　　紙　　１

II 北海道勇払郡安平町追分旭から北海道夕張市紅葉山まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

左　側 右　側 計

土工（掘割）部分 1.75×2 ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －

II

北海道勇払郡安平町追分旭 から ３．００ メートル（土工部）

設計区間 幅員 摘要

I

北海道勇払郡安平町追分美園 から ４．５０ メートル（土工部）

北海道勇払郡安平町追分旭

北海道夕張市紅葉山 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

まで
４．５０ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）



（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

７０，０００ 百万円（消費税込み）

（うち、北海道夕張郡由仁町川端から北海道夕張郡栗山町滝下までの工事予算２５，０００百万円（消費税込み））

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

（なお、上記については北海道夕張郡由仁町川端から北海道夕張郡栗山町滝下までの工事の着手の予定年月日を表す。）

②工事の完成予定年月日

年 月 日

（なお、上記については北海道夕張郡由仁町川端から北海道夕張郡栗山町滝下までの工事の完成の予定年月日を表す。）

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１

令和 ６ ５ １



２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

３１，０２６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２９，５９０ 百万円)(消費税込み)

（なお、上記については北海道夕張郡由仁町川端から北海道夕張郡栗山町滝下までの債務引受限度額及び助成対象基準額を表す

。）

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２３１

東北横断自動車道釜石秋田線
（秋田県横手市猪岡から秋田県大仙市内小友まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北横断自動車道釜石秋田線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

秋田県大仙市内小友 まで

秋田県横手市猪岡 から
１４．４ キロメートル

秋田県大仙市内小友 まで

別　　紙　　１

秋田県横手市猪岡 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

秋田県横手市猪岡 から
第1種第3級 道路構造令

秋田県大仙市内小友

秋田県横手市猪岡 から
８０ １４．４

秋田県大仙市内小友 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

秋田県横手市猪岡 から
4車線 4車線 4車線化

秋田県大仙市内小友 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

秋田県横手市猪岡から秋田県大仙市内小友まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 1.75×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×２ ２．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

－ － － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

３６，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

秋田県大仙市内小友 まで
３．００ メートル（橋梁部）

メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

秋田県横手市猪岡 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

４５，５３２ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　４３，４６７ 百万円)(消費税込み)

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２３２

東北横断自動車道いわき新潟線
（福島県耶麻郡西会津町大字野沢から新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

東北横断自動車道いわき新潟線

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川 まで

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 から
２２．４ キロメートル

新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川 まで

別　　紙　　１

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 から
第1種第3級 道路構造令

新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 から
８０ ２２．４

新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 から
4車線 4車線 4車線化

新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

福島県耶麻郡西会津町大字野沢から新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － ０．７５ ０．７５ １．５０

土工（掘割）部分 1.75×2 ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５

橋梁高架部分
（長大橋）

1.25×2 ２．５０ １．２５ １．００ ２．２５

橋梁高架部分
（中小橋）

1.75×2 ３．５０ １．７５ １．００ ２．７５



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

６６，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

新潟県東蒲原郡阿賀町大字津川 まで
３．００ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

福島県耶麻郡西会津町大字野沢 から ３．００ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

８０，４１９ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　７６，６３５ 百万円)(消費税込み)

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２３３

常磐自動車道
（宮城県亘理郡山元町坂元から宮城県亘理郡山元町大平まで）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

常磐自動車道

（２）工事の区間

（イ）工事の区間

（ロ）延長

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

宮城県亘理郡山元町大平 まで

宮城県亘理郡山元町坂元 から
８．３ キロメートル

宮城県亘理郡山元町大平 まで

別　　紙　　１

宮城県亘理郡山元町坂元 から



（ロ）道路の区分

（ハ）設計速度

（二）設計自動車荷重

２４５ｋN（B活荷重）

（ホ）車線の幅員

３．５０　メートル

別　　紙　　１

設　計　区　間 道路の区分 摘　　要

宮城県亘理郡山元町坂元 から
第1種第2級 道路構造令

宮城県亘理郡山元町大平

宮城県亘理郡山元町坂元 から
１００ ８．３

宮城県亘理郡山元町大平 まで

まで

設　計　区　間
設計速度 延　　長

摘　　要
（ｷﾛﾒｰﾄﾙ/時） （ｷﾛﾒｰﾄﾙ）



（へ）車線数

（ト）路肩の標準幅員

( 単位：メートル )

（チ）付加車線の標準幅員

3.50 メートル

宮城県亘理郡山元町坂元 から
4車線 4車線 4車線化

宮城県亘理郡山元町大平 まで

別　　紙　　１

設　計　区　間 工事施工 用地買収 摘　要

宮城県亘理郡山元町坂元から宮城県亘理郡山元町大平まで

構造による区分 往復分離しない区間 往復分離する区間
摘 要

左　側 計 左　側 右　側 計

トンネル部分 － － － － －

土工（掘割）部分 2.50×２ ５．００ － － －

橋梁高架部分
（長大橋）

1.75×２ ３．５０ － － －

橋梁高架部分
（中小橋）

2.50×２ ５．００ － － －



（リ）中央帯の標準幅員

（ヌ）他の道路との接続位置及び接続の方法

－

（４）工事予算

２１，０００ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

宮城県亘理郡山元町大平 まで
４．５０ メートル（橋梁部）

－ メートル（掘割部）

別　　紙　　１

設計区間 幅員 摘要

宮城県亘理郡山元町坂元 から ４．５０ メートル（土工部）

令和 ６ ５ １



年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

２７，５４６ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　２６，３１４ 百万円)(消費税込み)

令和 １６ ３ ３１

別　　紙　　１



（協定第４条第１項及び第５条第１項関連）

（機構法第１３条第１項第２号及び５号に定める協定記載事項）

別紙１－２３４

一般国道４７号（仙台北部道路）（富谷JCT）に関する

工事の内容 及び 工事に要する費用に係る債務引受限度額



１．工事の内容

（１）路線名

一般国道４７号（仙台北部道路）

（２）工事の箇所

（３）工事方法

（イ）事業方式 －

（ロ）他の道路との接続位置及び接続の方法

（４）工事予算

７，２９５ 百万円（消費税込み）

（５）工事の着手および完成の予定年月日

別　　紙　　１

宮城県富谷市西成田 から

宮城県富谷市穀田 まで

他の道路の路線名 接続の位置 接続の方法 備考

東北縦貫自動車道 宮城県富谷市穀田 立体接続 富谷ジャンクション



①工事の着手予定年月日

年 月 日

②工事の完成予定年月日

年 月 日

２．工事に要する費用に係る債務引受限度額

９，２３８ 百万円（消費税込み）

（うち、助成対象基準額　　　８，８３１ 百万円)(消費税込み)

別　　紙　　１

令和 ６ ５ １

令和 １８ ３ ３１



 

別紙３を次のとおり改める。 

  



修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額

別紙３

（協定第5条第2項関連）

（機構法第13条第1項第5号に定める協定記載事項）



修繕に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額
（消費税込み）

年度 債務引受限度額

Ｈ１８ 24,213百万円

Ｈ１９ 25,071百万円

Ｈ２０ 24,580百万円

Ｈ２１ 37,064百万円

Ｈ２２ 50,385百万円

Ｈ２３ 34,989百万円

Ｈ２４ 33,071百万円

Ｈ２５ 41,256百万円

Ｈ２６ 68,784百万円

Ｈ２７ 95,856百万円

Ｈ２８ 88,927百万円

Ｈ２９ 99,841百万円

Ｈ３０ 103,997百万円

Ｒ１ 133,660百万円

Ｒ２ 161,228百万円

Ｒ３ 170,751百万円

Ｒ４ 154,378百万円

Ｒ５ 227,291百万円

Ｒ６ 214,628百万円

Ｒ７ 106,927百万円

Ｒ８ 173,769百万円

Ｒ９ 54,703百万円

Ｒ１０ 62,036百万円

Ｒ１１ 48,705百万円

Ｒ１２ 261,238百万円

Ｒ１３ 54,085百万円

Ｒ１４ 54,569百万円

Ｒ１５ 53,558百万円

Ｒ１６ 54,539百万円

Ｒ１７ 54,033百万円

Ｒ１８ 54,826百万円

Ｒ１９ 55,146百万円

Ｒ２０ 54,270百万円

Ｒ２１ 54,263百万円

Ｒ２２ 54,317百万円

Ｒ２３ 54,353百万円

Ｒ２４ 54,803百万円

Ｒ２５ 54,737百万円

Ｒ２６ 53,903百万円

Ｒ２７ 53,195百万円

Ｒ２８ 53,173百万円

Ｒ２９ 53,109百万円

Ｒ３０ 54,040百万円

Ｒ３１ 52,759百万円

Ｒ３２ 53,194百万円

Ｒ３３ 53,829百万円

Ｒ３４ 53,829百万円

Ｒ３５ 53,829百万円

Ｒ３６ 53,829百万円

Ｒ３７ 53,829百万円

Ｒ３８ 53,309百万円

Ｒ３９ 53,309百万円

Ｒ４０ 53,309百万円

Ｒ４１ 53,309百万円

Ｒ４２ 53,309百万円

Ｒ４３ 54,001百万円

Ｒ４４ 54,001百万円

Ｒ４５ 54,001百万円

Ｒ４６ 54,001百万円

Ｒ４７ 54,001百万円

Ｒ４８ 54,001百万円

Ｒ４９ 54,001百万円

Ｒ５０ 54,001百万円

Ｒ５１ 54,001百万円

Ｒ５２ 54,001百万円

Ｒ５３ 52,664百万円

（注1）平成18年度から令和4年度までは実績値を、令和5年度は実績見込値を記載している。

（注2）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを認めるものとする。



 

別紙４を次のとおり改める。 

  



災害復旧に要する費用に係る債務引受限度額

別紙４

（協定第6条第1項関連）

（機構法第13条第1項第6号に定める協定記載事項）



災害復旧に要する費用に係る債務引受限度額

（消費税込み）

債務引受限度額 102,952百万円



 

別紙５を次のとおり改める。 

  



無利子貸付けの貸付計画

別紙５

（協定第7条第1項関連）

（機構法第13条第1項第7号に定める協定記載事項）



東日本高速道路株式会社に対する無利子貸付けの貸付計画
（消費税込み）

年度 無利子貸付計画額

Ｈ２６ 9百万円

Ｈ２７ 214百万円

Ｈ２８ 671百万円

Ｈ２９ 1,492百万円

Ｈ３０ 2,590百万円

Ｒ１ 903百万円

Ｒ２ 1,102百万円

Ｒ３ 1,574百万円

Ｒ４ 2,400百万円

Ｒ５ 2,374百万円

Ｒ６ 2,276百万円

Ｒ７ 7,786百万円

Ｒ８ 4,851百万円

Ｒ９ 1,548百万円

Ｒ１０ 1,832百万円

Ｒ１１ 2,056百万円

Ｒ１２ 939百万円

Ｒ１３ 326百万円

Ｒ１４ 476百万円

Ｒ１５ 0百万円

Ｒ１６ 0百万円

Ｒ１７ 0百万円

Ｒ１８ 0百万円

Ｒ１９ 0百万円

Ｒ２０ 0百万円

Ｒ２１ 0百万円

Ｒ２２ 0百万円

Ｒ２３ 0百万円

Ｒ２４ 0百万円

Ｒ２５ 0百万円

Ｒ２６ 0百万円

Ｒ２７ 0百万円

Ｒ２８ 0百万円

Ｒ２９ 0百万円

Ｒ３０ 0百万円

Ｒ３１ 0百万円

Ｒ３２ 0百万円

Ｒ３３ 0百万円

Ｒ３４ 0百万円

Ｒ３５ 0百万円

Ｒ３６ 0百万円

Ｒ３７ 0百万円

Ｒ３８ 0百万円

Ｒ３９ 0百万円

Ｒ４０ 0百万円

Ｒ４１ 0百万円

Ｒ４２ 0百万円

Ｒ４３ 0百万円

Ｒ４４ 0百万円

Ｒ４５ 0百万円

Ｒ４６ 0百万円

Ｒ４７ 0百万円

Ｒ４８ 0百万円

Ｒ４９ 0百万円

Ｒ５０ 0百万円

Ｒ５１ 0百万円

Ｒ５２ 0百万円

Ｒ５３ 0百万円

（注1）平成26年度から令和4年度までは実績値を、令和5年度は実績見込値を記載している。



 

別紙６を次のとおり改める。 

  



道路資産の貸付料の額

別紙６

（協定第9条第1項関連）

（機構法第13条第1項第8号に定める協定記載事項）



東日本高速道路株式会社に対する道路資産の貸付料
（消費税込み）

うち盛土・切土・
のり面構築物等分

うち橋梁・
トンネル等分

( 551,875百万円 ) ( 63,667百万円 ) ( 379,925百万円 ) ( 127,702百万円 ) ( 252,223百万円 )
551,875百万円 47,550百万円 391,645百万円 111,107百万円 280,538百万円

( 559,192百万円 ) ( 67,965百万円 ) ( 405,577百万円 ) ( 136,324百万円 ) ( 269,253百万円 )
558,180百万円 51,619百万円 425,162百万円 120,616百万円 304,546百万円

( 555,373百万円 ) ( 68,941百万円 ) ( 411,402百万円 ) ( 138,282百万円 ) ( 273,120百万円 )
522,469百万円 49,115百万円 404,532百万円 114,763百万円 289,769百万円

( 449,377百万円 ) ( 55,670百万円 ) ( 332,204百万円 ) ( 111,662百万円 ) ( 220,542百万円 )
420,422百万円 39,424百万円 324,717百万円 92,120百万円 232,597百万円

( 447,103百万円 ) ( 54,937百万円 ) ( 327,833百万円 ) ( 110,193百万円 ) ( 217,640百万円 )
414,736百万円 34,125百万円 281,068百万円 79,737百万円 201,331百万円

( 436,821百万円 ) ( 39,902百万円 ) ( 328,653百万円 ) ( 93,237百万円 ) ( 235,416百万円 )
400,681百万円 36,286百万円 298,870百万円 84,788百万円 214,082百万円

( 429,007百万円 ) ( 38,674百万円 ) ( 318,541百万円 ) ( 90,368百万円 ) ( 228,173百万円 )
471,361百万円 42,912百万円 353,445百万円 100,270百万円 253,175百万円

( 430,686百万円 ) ( 32,447百万円 ) ( 267,253百万円 ) ( 75,818百万円 ) ( 191,435百万円 )
484,935百万円 41,206百万円 339,394百万円 96,284百万円 243,110百万円

( 516,202百万円 ) ( 38,687百万円 ) ( 318,649百万円 ) ( 90,399百万円 ) ( 228,250百万円 )
605,006百万円 50,781百万円 418,260百万円 118,658百万円 299,602百万円

( 518,644百万円 ) ( 39,437百万円 ) ( 324,824百万円 ) ( 92,151百万円 ) ( 232,673百万円 )
628,371百万円 53,140百万円 437,691百万円 124,170百万円 313,521百万円

( 566,074百万円 ) ( 40,169百万円 ) ( 330,850百万円 ) ( 93,860百万円 ) ( 236,990百万円 )
626,183百万円 53,492百万円 440,591百万円 124,993百万円 315,598百万円

( 596,278百万円 ) ( 35,238百万円 ) ( 290,238百万円 ) ( 82,339百万円 ) ( 207,899百万円 )
649,995百万円 54,109百万円 445,668百万円 126,433百万円 319,235百万円

( 604,439百万円 ) ( 29,639百万円 ) ( 244,123百万円 ) ( 69,256百万円 ) ( 174,867百万円 )
670,878百万円 54,693百万円 450,479百万円 127,798百万円 322,681百万円

( 605,167百万円 ) ( 22,480百万円 ) ( 185,160百万円 ) ( 52,529百万円 ) ( 132,631百万円 )
667,503百万円 50,960百万円 419,734百万円 119,076百万円 300,658百万円

( 609,161百万円 ) ( 33,421百万円 ) ( 275,272百万円 ) ( 78,093百万円 ) ( 197,179百万円 )
529,031百万円 35,398百万円 291,553百万円 82,712百万円 208,841百万円

( 529,690百万円 ) ( 25,604百万円 ) ( 210,886百万円 ) ( 59,827百万円 ) ( 151,059百万円 )
568,482百万円 36,180百万円 298,000百万円 84,541百万円 213,459百万円

( 522,020百万円 ) ( 19,068百万円 ) ( 157,056百万円 ) ( 44,556百万円 ) ( 112,500百万円 )
613,746百万円 41,196百万円 339,313百万円 96,261百万円 243,052百万円

( 513,317百万円 ) ( 13,495百万円 ) ( 111,150百万円 ) ( 31,533百万円 ) ( 79,617百万円 )
600,457百万円 29,989百万円 247,007百万円 70,074百万円 176,933百万円

Ｒ６ 595,637百万円 17,225百万円 141,871百万円 40,248百万円 101,623百万円
Ｒ７ 577,273百万円 25,673百万円 211,457百万円 59,989百万円 151,468百万円
Ｒ８ 566,911百万円 15,826百万円 130,353百万円 36,980百万円 93,373百万円
Ｒ９ 567,927百万円 38,458百万円 316,761百万円 89,863百万円 226,898百万円

Ｒ１０ 567,772百万円 35,268百万円 290,485百万円 82,409百万円 208,076百万円
Ｒ１１ 570,867百万円 12,047百万円 99,229百万円 28,151百万円 71,078百万円
Ｒ１２ 568,829百万円 28,742百万円 236,737百万円 67,161百万円 169,576百万円
Ｒ１３ 579,867百万円 50,634百万円 417,049百万円 118,314百万円 298,735百万円
Ｒ１４ 586,010百万円 50,840百万円 418,741百万円 118,794百万円 299,947百万円
Ｒ１５ 591,134百万円 51,606百万円 425,057百万円 120,586百万円 304,471百万円
Ｒ１６ 604,240百万円 53,776百万円 442,930百万円 125,657百万円 317,273百万円
Ｒ１７ 597,651百万円 52,836百万円 435,186百万円 123,460百万円 311,726百万円
Ｒ１８ 588,337百万円 51,131百万円 421,145百万円 119,476百万円 301,669百万円
Ｒ１９ 580,268百万円 50,796百万円 418,383百万円 118,693百万円 299,690百万円
Ｒ２０ 572,946百万円 49,372百万円 406,656百万円 115,366百万円 291,290百万円
Ｒ２１ 566,655百万円 51,173百万円 421,489百万円 119,574百万円 301,915百万円
Ｒ２２ 555,425百万円 50,044百万円 412,190百万円 116,936百万円 295,254百万円
Ｒ２３ 548,193百万円 49,317百万円 406,201百万円 115,237百万円 290,964百万円
Ｒ２４ 540,014百万円 48,454百万円 399,089百万円 113,219百万円 285,870百万円
Ｒ２５ 533,690百万円 47,828百万円 393,932百万円 111,756百万円 282,176百万円
Ｒ２６ 523,561百万円 46,898百万円 386,273百万円 109,583百万円 276,690百万円
Ｒ２７ 514,310百万円 46,043百万円 379,232百万円 107,586百万円 271,646百万円
Ｒ２８ 507,049百万円 45,319百万円 373,266百万円 105,893百万円 267,373百万円
Ｒ２９ 500,663百万円 44,686百万円 368,056百万円 104,415百万円 263,641百万円
Ｒ３０ 490,612百万円 43,587百万円 359,006百万円 101,848百万円 257,158百万円
Ｒ３１ 482,414百万円 42,895百万円 353,306百万円 100,231百万円 253,075百万円
Ｒ３２ 473,142百万円 41,924百万円 345,306百万円 97,961百万円 247,345百万円
Ｒ３３ 467,749百万円 41,321百万円 340,339百万円 96,552百万円 243,787百万円
Ｒ３４ 457,392百万円 40,285百万円 331,804百万円 94,131百万円 237,673百万円
Ｒ３５ 448,679百万円 39,413百万円 324,624百万円 92,094百万円 232,530百万円
Ｒ３６ 440,412百万円 38,586百万円 317,811百万円 90,161百万円 227,650百万円
Ｒ３７ 432,513百万円 37,795百万円 311,301百万円 88,314百万円 222,987百万円
Ｒ３８ 423,525百万円 36,948百万円 304,322百万円 86,334百万円 217,988百万円
Ｒ３９ 415,014百万円 36,096百万円 297,309百万円 84,345百万円 212,964百万円
Ｒ４０ 406,309百万円 35,226百万円 290,136百万円 82,310百万円 207,826百万円
Ｒ４１ 399,783百万円 34,572百万円 284,757百万円 80,784百万円 203,973百万円
Ｒ４２ 388,568百万円 33,450百万円 275,515百万円 78,162百万円 197,353百万円
Ｒ４３ 380,784百万円 32,602百万円 268,530百万円 76,180百万円 192,350百万円
Ｒ４４ 372,202百万円 31,744百万円 261,458百万円 74,174百万円 187,284百万円
Ｒ４５ 365,182百万円 31,041百万円 255,673百万円 72,533百万円 183,140百万円
Ｒ４６ 358,826百万円 30,405百万円 250,435百万円 71,047百万円 179,388百万円
Ｒ４７ 353,048百万円 29,827百万円 245,673百万円 69,696百万円 175,977百万円
Ｒ４８ 349,680百万円 29,584百万円 243,667百万円 69,127百万円 174,540百万円
Ｒ４９ 346,451百万円 29,261百万円 241,006百万円 68,372百万円 172,634百万円
Ｒ５０ 340,034百万円 28,619百万円 235,718百万円 66,872百万円 168,846百万円
Ｒ５１ 335,554百万円 28,170百万円 232,025百万円 65,824百万円 166,201百万円
Ｒ５２ 329,687百万円 27,583百万円 227,191百万円 64,453百万円 162,738百万円
Ｒ５３ 270,230百万円 21,768百万円 179,294百万円 50,865百万円 128,429百万円

（注1）平成18年度から令和4年度までの上段（　）内は計画値、下段は実績値を、令和5年度の上段（　）内は計画値、下段は実績見込値を記載している。
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年度

貸付料

うち土地・家屋分
うち構造物等分



 

別紙７を次のとおり改める。 

  



計画料金収入の額

別紙７

（協定第10条第1項関連）



東日本高速道路株式会社における計画料金収入
（消費税込み）

年度 計画料金収入

( 709,612百万円 )
711,810百万円

( 722,190百万円 )
713,956百万円

( 719,683百万円 )
679,582百万円

( 613,220百万円 )
578,132百万円

( 621,266百万円 )
582,686百万円

( 607,061百万円 )
564,850百万円

( 604,468百万円 )
652,866百万円

( 607,533百万円 )
667,857百万円

( 700,369百万円 )
796,177百万円

( 710,760百万円 )
827,595百万円

( 778,089百万円 )
845,979百万円

( 800,738百万円 )
862,463百万円

( 811,935百万円 )
886,493百万円

( 822,438百万円 )
892,998百万円

( 839,113百万円 )
750,592百万円

( 770,368百万円 )
816,863百万円

( 772,616百万円 )
872,068百万円

( 776,756百万円 )
871,663百万円

Ｒ６ 868,123百万円
Ｒ７ 838,530百万円
Ｒ８ 789,457百万円
Ｒ９ 792,847百万円

Ｒ１０ 791,533百万円
Ｒ１１ 791,425百万円
Ｒ１２ 791,744百万円
Ｒ１３ 804,611百万円
Ｒ１４ 812,563百万円
Ｒ１５ 816,942百万円
Ｒ１６ 826,490百万円
Ｒ１７ 820,402百万円
Ｒ１８ 809,610百万円
Ｒ１９ 801,039百万円
Ｒ２０ 792,456百万円
Ｒ２１ 786,001百万円
Ｒ２２ 775,283百万円
Ｒ２３ 766,697百万円
Ｒ２４ 758,114百万円
Ｒ２５ 751,566百万円
Ｒ２６ 740,944百万円
Ｒ２７ 732,357百万円
Ｒ２８ 723,774百万円
Ｒ２９ 717,131百万円
Ｒ３０ 706,602百万円
Ｒ３１ 698,017百万円
Ｒ３２ 689,430百万円
Ｒ３３ 682,695百万円
Ｒ３４ 672,261百万円
Ｒ３５ 663,676百万円
Ｒ３６ 655,090百万円
Ｒ３７ 648,262百万円
Ｒ３８ 637,920百万円
Ｒ３９ 629,334百万円
Ｒ４０ 620,750百万円
Ｒ４１ 613,826百万円
Ｒ４２ 603,580百万円
Ｒ４３ 594,994百万円
Ｒ４４ 586,407百万円
Ｒ４５ 579,391百万円
Ｒ４６ 573,010百万円
Ｒ４７ 568,210百万円
Ｒ４８ 563,411百万円
Ｒ４９ 560,142百万円
Ｒ５０ 553,813百万円
Ｒ５１ 549,013百万円
Ｒ５２ 544,215百万円
Ｒ５３ 527,707百万円

（注1）平成18年度から令和4年度までの上段（　）内は計画値、下段は実績値を、令和5年度の上段（　）内は計画値、下段は実績見込値を記載している。
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別紙８を次のとおり改める。 

  



別紙８中、１．（１）①イ（ロ）イ）Ａ及び１．（１）②ネ（イ）のうち、 

  「令和６年３月３１日まで」を「令和１６年３月３１日まで」に改める。 

 

別紙８中、１．（１）②ヨのうち、 

  「 

軽自動車等 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ － 

」を 

「 

軽自動車等 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ 46.240 

」に、 

「 

普通車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ － 

」を 

「 

普通車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ 57.800 

」に、 

「 

中型車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ － 

」を 

「 

中型車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ 69.360 

」に、 



「 

大型車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ － 

」を 

「 

大型車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ 95.370 

」に、 

「 

特大車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ － 

」を 

  「 

特大車 

  富谷 

富谷ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ 158.950 

」に改める。 

 

別紙８中、１．（２）②ロ（イ）のうち、 

「令和６年３月３１日まで」を「令和７年３月３１日まで」に改める。 

 

別紙８中、１．（２）⑬イを削る。 

 

別紙８中、１．（２）⑬のうち「ロ 令和５年３月２７日以降」を削る。 

 

別紙８中、１．（２）⑬のうち、 

「（イ）」を「イ」に、「（ロ）」を「ロ」に、「イ）」を「（イ）」に、「ロ）」を「（ロ）」に、「手帳に」を

「身体障害者福祉法（昭和２４年法律第２８３号）第１５条第４項の規定により交付されている身体障

害者手帳又は療育手帳制度要綱（昭和４８年９月２７日厚生省発児第１５６号厚生事務次官通知「療育

手帳制度について」別紙）の定めるところにより交付を受けている療育手帳（以下「手帳」という。）に」

に、「手帳の交付を受けている者のうち、重度障害者」を「手帳の交付を受けている者のうち、重度の障

害を持つ者として身体障害者福祉法施行規則（昭和２５年厚生省令第１５号）別表第５号に定める障害

の等級又は「療育手帳制度の実施について（昭和４８年９月２７日児発第７２５号厚生省児童家庭局長



通知）」の第三に定める障害の程度に基づき東日本高速道路株式会社が別に定める者（以下「重度障害者」

という。）」に改める。 

 

別紙８中、１．（２）⑯イのうち、 

  「１００キロメートルを超える場合に限る」を「８０キロメートルを超える場合に限る」に改める。 

 

別紙８中、１．（２）⑯ハのうち、 

「令和５年４月１日から同年１１月２６日まで」を「令和６年４月６日から同年１１月３０日まで」 

に、「令和５年４月１日から同年１０月２９日まで」を「令和６年４月６日から同年１０月２７日まで」 

に改める。 

 

別紙８中、２．のうち、「令和４５年７月９日まで」を「令和５４年３月２２日まで」に改める。 

 

 



 

別紙特１を次のとおり改める。 

 

  



 

（協定第４条第３項） 

（機構法第１３条第１項第３号、４号及び５号に定める協定記載事項） 

 

 

 

 

特定更新等工事の内容及び工事に要する費用に係る 

債務引受限度額 
 

 

 

 

 

 

別紙特１ 



 

１．先行特定更新等工事の内容 

（１）機構法第１３条第１項第３号に規定する先行特定更新等工事の路線名及び工事の区間 

（イ）路線名 
（ロ）工事の区間 

起点 終点 

高速自動車国道 北海道縦貫自動車道 函館名寄線 北海道茅部郡森町字赤井川 北海道上川郡剣淵町字剣淵 

高速自動車国道 北海道横断自動車道 黒松内釧路線 
北海道小樽市勝納町 

北海道千歳市上長都 

北海道札幌市白石区米里 

北海道中川郡本別町共栄 

高速自動車国道 北海道横断自動車道 黒松内北見線 北海道中川郡本別町勇足 北海道足寄郡足寄町郊南 

高速自動車国道 東北縦貫自動車道 弘前線 東京都練馬区大泉五丁目 青森県青森市大字三内 

高速自動車国道 東北縦貫自動車道 八戸線 岩手県八幡平市湯の沢 青森県八戸市市川町 

高速自動車国道 東北横断自動車道 釜石秋田線 岩手県北上市鬼柳町 秋田県秋田市上新城道川 

高速自動車国道 東北横断自動車道 酒田線 
宮城県柴田郡村田町大字足立 

山形県鶴岡市田麦俣 

山形県西村山郡西川町大字月山沢 

山形県酒田市大字藤塚 

高速自動車国道 東北横断自動車道 いわき新潟線 福島県いわき市内郷宮町 新潟県新潟市俵柳 

高速自動車国道 日本海沿岸東北自動車道 
秋田県由利本荘市岩城内道川 

秋田県潟上市昭和大久保 

秋田県秋田市河辺戸島 

秋田県山本郡三種町鹿渡 

高速自動車国道 関越自動車道 新潟線 東京都練馬区三原台 新潟県長岡市大字石動 

高速自動車国道 関越自動車道 上越線 群馬県藤岡市上栗須 新潟県上越市大字中屋敷 

高速自動車国道 常磐自動車道 埼玉県川口市赤芝新田 宮城県亘理郡亘理町逢隈 

高速自動車国道 東関東自動車道 千葉富津線 千葉県千葉市中央区浜野町 千葉県富津市大字竹岡 

高速自動車国道 東関東自動車道 水戸線 千葉県市川市高谷 茨城県潮来市延方 

高速自動車国道 北関東自動車道 
群馬県高崎市上滝町 

栃木県下都賀郡都賀町大字木 

栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺 

茨城県水戸市元石川町 

高速自動車国道 中央自動車道 長野線 長野県安曇野市豊科高家 長野県千曲市大字屋代 

高速自動車国道 北陸自動車道 新潟県新潟市俵柳 富山県下新川郡朝日町月山 

 

  



（イ）路線名 
（ロ）工事の区間 

起点 終点 

一般国道１号・一般国道１６号 （横浜新道） 
神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町 

神奈川県横浜市戸塚区上矢部町 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区藤塚町 

一般国道１４号・一般国道１６号 （京葉道路） 
東京都江戸川区一之江 

千葉県千葉市稲毛区園生町 

千葉県千葉市稲毛区園生町 

千葉県千葉市中央区浜野町 

一般国道１６号  

（横浜横須賀道路） 

神奈川県横須賀市馬堀海岸 

神奈川県横浜市金沢区並木 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町 

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 

一般国道１２６号 （千葉東金道路） 千葉県千葉市中央区星久喜町 千葉県山武市松尾町谷津 

一般国道１２７号 （富津館山道路） 千葉県南房総市富浦町深名 千葉県富津市竹岡仲町 

一般国道２３５号 （日高自動車道（苫東道路）） 北海道苫小牧市字植苗 北海道苫小牧市字沼の端 

一般国道４６６号 （第三京浜道路） 東京都世田谷区上野毛 神奈川県横浜市保土ヶ谷区岡沢町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（２）工事内容 

会社が行う高速道路の管理のうち、先行特定更新等工事で行う工事の内容及び債務引受限度額は、以下のとおり 

・損傷、腐食その他の劣化等に対して構造物全体の修繕を実施するもの 

区分 項目 工事概要 延長 工事予算 
債務引受 

限度額 

橋梁更新 

床版 
・橋梁の床版取替、床版全面打替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

４４ 

キロメートル

４６０，４５０

百万円 

１，３９０，８３１

百万円 

桁 
・橋梁の上部構造の取替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

１ 

キロメートル

７，８８９ 

百万円 

橋梁修繕 

床版 

・橋梁の床版の補修、補強（床版増厚、炭素繊維補強、剥落防止対策、ＳＦＲＣ、

高性能床版防水、表面被覆、電気化学的防食、鋼床版の疲労亀裂補修・補強

等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

１７５ 

キロメートル

９６，５２２ 

百万円 

桁 

・橋梁の上部構造の補修、補強（炭素繊維補強、剥落防止対策、外ケーブル補

強、表面被覆、電気化学的防食、鋼構造物の疲労亀裂補修・補強等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

５６ 

キロメートル

８０，９９２ 

百万円 

土構造物修繕 
盛土 

切土 

・土構造物（盛土、切土）の補修、補強（グラウンドアンカー、水抜ボーリング、砕

石縦排水等）及びのり面排水施設の補修、補強（用排水溝、跳水防止対策等）

等、土構造物全体の安定性を確保する対策 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

７，７５９ 

箇所 

１７０，４９５

百万円 

トンネル修繕 
本体 

覆工 

・トンネル本体の補修、補強（インバートの設置等）及びトンネル覆工コンクリート

の補修、補強（炭素繊維補強、ロックボルト補強、内巻補強、剥落防止対策、背面

空洞注入等）等、トンネル全体の安定性を確保する対策 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

６０ 

キロメートル

４２１，６９４

百万円 



２．後行特定更新等工事の内容 

（１）機構法第１３条第１項第４号に規定する後行特定更新等工事の路線名及び工事の区間 

（イ）路線名 
（ロ）工事の区間 

起点 終点 

高速自動車国道 北海道縦貫自動車道 函館名寄線 北海道茅部郡森町字赤井川 北海道上川郡剣淵町字剣淵 

高速自動車国道 北海道横断自動車道 黒松内釧路線 
北海道余市郡余市町登町 

北海道千歳市上長都 

北海道札幌市白石区米里 

北海道中川郡本別町共栄 

高速自動車国道 東北縦貫自動車道 弘前線 東京都練馬区大泉五丁目 青森県青森市大字三内 

高速自動車国道 東北縦貫自動車道 八戸線 岩手県八幡平市湯の沢 青森県八戸市市川町 

高速自動車国道 東北横断自動車道 釜石秋田線 岩手県北上市鬼柳町 秋田県秋田市上新城道川 

高速自動車国道 東北横断自動車道 酒田線 
宮城県柴田郡村田町大字足立 

山形県鶴岡市田麦俣 

山形県西村山郡西川町大字月山沢 

山形県酒田市大字藤塚 

高速自動車国道 東北横断自動車道 いわき新潟線 福島県いわき市内郷宮町 新潟県新潟市俵柳 

高速自動車国道 日本海沿岸東北自動車道 
秋田県由利本荘市岩城内道川 

秋田県潟上市昭和大久保 

秋田県秋田市河辺戸島 

秋田県山本郡三種町鹿渡 

高速自動車国道 東北中央自動車道 相馬尾花沢線 山形県東置賜郡高畠町大字深沼 山形県東根市大字羽入 

高速自動車国道 関越自動車道 新潟線 東京都練馬区三原台 新潟県長岡市大字石動 

高速自動車国道 関越自動車道 上越線 群馬県藤岡市上栗須 新潟県上越市大字中屋敷 

高速自動車国道 常磐自動車道 埼玉県川口市赤芝新田 宮城県亘理郡亘理町逢隈 

高速自動車国道 東関東自動車道 千葉富津線 千葉県千葉市中央区浜野町 千葉県富津市大字竹岡 

高速自動車国道 東関東自動車道 水戸線 埼玉県三郷市番匠免 茨城県東茨城郡茨城町大字小鶴 

高速自動車国道 北関東自動車道 
群馬県高崎市上滝町 

栃木県下都賀郡都賀町大字木 

栃木県下都賀郡岩舟町大字小野寺 

茨城県水戸市元石川町 

高速自動車国道 中央自動車道 長野線 長野県安曇野市豊科高家 長野県千曲市大字屋代 

高速自動車国道 北陸自動車道 新潟県新潟市俵柳 富山県下新川郡朝日町月山 

高速自動車国道 成田国際空港線 千葉県成田市大山 千葉県成田市取香 

 

  



（イ）路線名 
（ロ）工事の区間 

起点 終点 

一般国道１号・一般国道１６号（横浜新道） 
神奈川県横浜市保土ヶ谷区常盤台 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町 

神奈川県横浜市戸塚区上矢部町 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区藤塚町 

一般国道６号（東水戸道路） 茨城県水戸市元石川町 茨城県ひたちなか市部田野狢 

一般国道７号（琴丘能代道路） 秋田県山本郡三種町かど 秋田県能代市浅内 

一般国道１６号 

（横浜横須賀道路） 

神奈川県横須賀市馬堀海岸 

神奈川県横浜市金沢区並木 

神奈川県横浜市保土ヶ谷区狩場町 

神奈川県横浜市金沢区釜利谷町 

一般国道１２７号 （富津館山道路） 千葉県南房総市富浦町深名 千葉県富津市竹岡仲町 

一般国道２３５号 （日高自動車道（苫東道路）） 北海道苫小牧市字植苗 北海道苫小牧市字沼の端 

一般国道４０９号（東京湾横断・木更津東金道路） 千葉県木更津市中島 千葉県木更津市菅生 

一般国道４６６号 （第三京浜道路） 東京都世田谷区上野毛 神奈川県横浜市保土ヶ谷区岡沢町 

一般国道４６８号 （首都圏中央連絡自動車道） 東京都あきる野市牛沼 千葉県成田市吉岡 

 

  



（２）工事内容 

会社が行う高速道路の管理のうち、後行特定更新等工事で行う工事の内容及び債務引受限度額は、以下のとおり 

・損傷、腐食その他の劣化等に対して構造物全体の修繕を実施するもの 

 

区分 項目 工事概要 延長 工事予算 
債務引受 

限度額 

橋梁 

床版 
・橋梁の床版取替、床版全面打替え 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

４ 

キロメートル 

６７，５３０ 

百万円 

３１５，８１０

百万円 

桁 

・橋梁（ＰＣ橋）の上部構造（桁）の架替え 

・橋梁（ＰＣ橋）の上部構造の補修、補強（充填材の再注入、外ケーブル補強、 

表面被覆、電気化学的防食等） 

・上記に付随する橋梁附属物及び橋梁上の工作物の補修、取替え 

１５ 

キロメートル 

９３，６３０ 

百万円 

土工・舗装 

舗装 
・舗装（路盤）の更新（高耐久化） 

・上記に付随する舗装（表層・基層）及び路面標示等の取替え 

３４３ 

キロメートル 

９４，８４０ 

百万円 

切土 
・土構造物（切土）の構造変更（ボックスカルバート化、押え盛土等） 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

１ 

箇所 

１０，０００ 

百万円 

盛土 
・土構造物（盛土）の更新（盛土材の置換等） 

・上記に付随する附属物の補修、取替え 

- 

キロメートル 

- 

百万円 

 



 

別紙特２を次のとおり改める。 

  



特定更新等工事に係る工事に要する費用に係る

債務引受限度額

別紙特２

（協定第5条第3項関連）

（機構法第13条第1項第5号に定める協定記載事項）



（消費税込み）

年度 債務引受限度額

Ｈ２７ 496百万円

Ｈ２８ 1,450百万円

Ｈ２９ 8,416百万円

Ｈ３０ 18,217百万円

Ｒ１ 19,205百万円

Ｒ２ 12,923百万円

Ｒ３ 34,356百万円

Ｒ４ 45,965百万円

Ｒ５ 60,604百万円

Ｒ６ 207,497百万円

Ｒ７ 212,818百万円

Ｒ８ 234,031百万円

Ｒ９ 127,914百万円

Ｒ１０ 152,312百万円

Ｒ１１ 400,819百万円

Ｒ１２ 19,387百万円

Ｒ１３ 18,777百万円

Ｒ１４ 22,383百万円

Ｒ１５ 20,855百万円

Ｒ１６ 11,291百万円

Ｒ１７ 14,605百万円

Ｒ１８ 21,537百万円

Ｒ１９ 16,499百万円

Ｒ２０ 24,283百万円

　（注1）平成27年度から令和4年度までは実績値を、令和5年度は実績見込値を記載している。

　（注2）上記記載の債務引受限度額については、限度額に残余が生じた場合は、繰り越しを

　　　　認めるものとする。

特定更新等工事に係る工事に要する費用に係る債務引受限度額



 

この協定の締結を証するため、本協定書２通を作成し、記名押印の上、各々１通を保

有する。 

 

令和６年 ３月２１日 

 

独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構 

理  事  長      高 松  勝 

 

 

 

 

 

東日本高速道路株式会社    

代表取締役社長      由 木  文 彦 

 


